
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る

「
新
宗
教
連
動
」
と

「
倍
教
の
自
由
」

藤

田

尚

則

〈
創
価
大
学
)

lま

じ

め

アメリカ合衆E習におけるf新宗教運動jとf傍教の自由J(灘間)

L
-
ト
ラ
イ
ブ

F
S窓口
2
4
H柱
。
)
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
は
二

O
世
紀
後
半
に
お
い
て
際
立
っ
て
多
元
的
と
な
っ

て
い
る
。
植
民
地
時
代
に
は
数
十
に
の
ぼ
る
主
要
な
宗
教
団
体
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
宮
承
議
さ
れ
て
い
る
主
要
教
会
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は
ご
五

O
以
上
に
の
ぼ
る
α

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
幾
百
も
の
小
規
模
の
毘
辺
鵠
団
体
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
単
一
宗
教
で

あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
市
内
部
に
お
い
で
さ
え
も
、
著
し
い
多
様
性
が
生
じ
、
・
中
に
は
「
神
」
の
概
念
-
を
不
適
切
又
は
有
害
と
さ
え
見
倣
す

会
員
を
正
式
に
受
け
入
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
毘
体
も
い
く
つ
か
事
産
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
か
る
宗
教
的
信
念
の
面
で
の
多
様

性
は
、
神
学
面
で
の
発
議
と
軌
を
一
に
し
て
き
で
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
神
学
者
の
・
中
に
は
、
勿
議
、
伝
統
的
な
一
神
論
に
依
拠
す
る

者
も
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、
他
の
多
く
の
神
学
者
に
と
っ
て
宗
教
上
の
思
索
は
、
神
中
心
的
、
趨
感
的
な
見
方
か
ら
自
然
秩
序
に

{1) 

お
け
る
意
味
の
内
在
の
重
要
性
を
薫
視
す
る
宗
教
意
識
の
諸
形
態
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

〈

2
)

九
五
七
年
、
巧
釦
m
y
g
m
g
m
測
を
口
氏
ま
ね
い
ま
叫
・
宮
丘
町
吉
弘
の

OHS喜
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
選

か
か
る
状
況
の
中
で
、

画
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
日
曜
日
の
集
会
を
持
つ
が
、
祈
祷
や
儀
式
は
な
く
、
た
だ
音
楽
、
朗
読
及
び
講
演
の
み
を
行
う
ワ
シ
ン
ト

ン
倫
理
協
会
に
、
準
高
の
存
在
悲
し
く
は
超
自
然
的
な
カ
を
信
と
る
こ
と
が
宗
教
的
理
由
に
基
づ
く
免
税
資
格
を
得
る
た
め
の
必
須
の
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条
件
と
は
な
ら
な
い
と
判
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
会
若
し
く
は
諜
教
密
体
と
同
様
の
資
絡
を
与
え
た
。
問
年
、
可
冊
目

H042Yぢ
え

(3) 

河
口

Huss可
4

・0
2ロ
与
え
と
州

wgahw
で
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
地
方
栽
判
所
は
、
あ
る
団
体
の
活
動
が
そ
こ
に
車
高
の
存
在
に
対

す
る
信
僻
が
無
く
と
も
、
有
神
論
的
な
宗
教
関
体
の
活
動
に
類
似
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
財
議
は
宗
教
的
礼
拝
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の

〈

4
V

一
九
六
九
年
、

pudEgm刊
の

Z
2
y
a
ω
a
z
Z
H
o
m
q
4・C
凶

x
a
E
E
g
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
巡
回
鉱
連
邦
控

判
決
会
下
し
た
。

訴
裁
判
所
は
、
尚
昆
懇
小
説
家
L
-
R
-
ハ
パ
ー
ト
(
「
戸
開
冬
山
M

伊
誌
)
が
鍛
唱
し
た
白
川
思
想
科
学
と
療
法
に
始
ま
り
、

や
が
て
宗
教
的

性
措
を
持
つ
連
動
と
し
て
発
接
し
た
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
l
(
m
nぽ
己
0
2寄
)
を
率
教
と
見
倣
し
た
。
本
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、

サ

イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
i
は
、
婚
嬢
及
び
埋
葬
の
法
的
権
限
を
認
可
さ
れ
た
襲
職
者
を
擁
し
、
そ
の
基
本
と
な
る
著
作
に
は
正
当
な
も
の
と
認

め
ら
れ
る
諜
教
の
そ
れ
に
臣
敵
す
る
入
及
び
そ
の
本
紫
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
定
し
、
普
通
替
わ
れ
て
い
る
意
味
に
お
い
て
神

定時

5
『
)
の
存
査
を
ト
支
援
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
宗
教
と
し
て
の
地
詮
を
失
う
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

〈

5
〉

九
七
九
年
、
第
三
遂
匝
区
連
邦
捜
訴
裁
判
所
は
、
宗

a
g
W
4・4
o
m
-
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
運
動

(
F
5
8
M
U
2
8
5
w
H
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認
0
4
z
g
E
)
の
一
つ
で
イ
ン
ド
人
、

M
・
M
-
ヨ
ギ
(
ま
'
駕
同
cmむ
が
始
め
た
逮
動
で
毎
日
数
分
間
真
一
芳
〈

8
8々
と
を
唱
え
て

慎
懇
す
る
だ
け
で
幸
福
な
生
活
が
送
ら
れ
る
と
し
た
鶴
鑓
模
想

3
z
g窓
口
宏

s
a
z
a
u
E芯
色
合
公
立
学
校
で
行
う
こ
と
は
、

舗
数
禁
止
条
項
な
ぎ

M
U
S
E広
y
g
m
S
合
凶
器
帥
叩
)
に
抵
触
す
る
と
の
金
裁
判
官
一
致
の
判
決
を
下
し
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
留
憲
法
及
び
各
州
憲
法
は
、
政
府
が
鵠
教
の
自
由
を
護
審
し
、
又
は
宗
教
を
援
助
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
ま

た
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
免
説
措
震
も
と
ら
れ
て
い
る
。
襲
っ
て
、
訴
訟
が
護
起
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
あ
る
団
体
乃
至
協
会
の

要
求
、
情
動
、
組
織
又
は
目
的
が
祭
教
的
か
苔
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宗
教
的
(
吋
叩
日
仮
設
器
)
と
認
定
す
る
か
世
俗
的
(
部
品
。
E

己
完
)
と
認
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
法
的
効
果
は
全
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
本
稿
は
、
第
二
代

ア

メ
リ
カ
の
議
判
所
に
お
け
る
宗
教
の
定
義
づ
け
に
論
及
し
、
第
二
に
宗
教
的
少
数
派
に
対
す
る
裁
判
所
の
対
応
を
概
離
す
る
。
そ
し
て
、



第
一
二
に
、
新
宗
教
運
動

ZMM持
活
号
民
性
S
m
B
O
S
H
H
H
S立
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
裁
判
備
会
紹
介
す
る
。

(
1
)
F
・1吋
富
田
〉
寵
帰
路
H口
塁
。
oZ臨
時
現
議
室
手

Fd〈
醐
尽
き
ず
2
3
6
8
〈
闘
再
・
尽
き
・

(
2
〉同品川}勾凶門戸
-
N
J

可〈
U
・0
・0w-H8・3
・

(
3
)
ω
日印刷
ν
・持品

g
A
C
8
3
・

〈4
)
A
F
S
】

4
h仏

HH8
〈阿M
・C-cw-H85
・認可肺・色町
P
S
2
g
d
a
m
-由由印公
g
s
e

〈5
〉師明日
w

司
注
目
明
叫
(
印
円
山
口
己
申
叫
由
)
(
唱
。
均
的
可
E
H
H
H
Y

アメリカ合衆国におけるf草野宗教運動」とf信教のお街J(幾毘}

Z
Z径
の
定
義
を
め
守
っ
て

(1) 

初
期
の
判
舗
に
み
ら
れ
る
宗
教
の
定
義
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〈

1
)

J
-
マ
デ
ィ
ソ
ン
む
・
宮
内
弘

U
S〉
は
、
宗
教
を
「
我
々
が
創
造
主
に
対
し
て
負
う
義
務
で
あ
り
、
そ
の
義
務
を
履
行
す
る
方
法
」
と

九
世
紀
末
期
の
合
衆
簡
連
邦
最
高
裁
判
所
が
と
っ
た
立
場
で
あ
っ
た
。

〈

2
)

徒
に
選
挙
の
投
票
権
を
認
め
な
い
ア
イ
ダ
ホ
州
法
を
合
憲
と
し
た
り
号
U
4
・
宮
宮

S
で
法
懇
意
見
を
述
べ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
判
事
〈
出
a

呼
ん
だ
が
、
こ
の
晃
解
が

工
夫
多
泰
一
を
翠
め
る
そ
ル
モ
ン
教

係各
がデ
押こ
しは
付
け次
るの
郵iょ
i義つ
主に
の判
存示
在し
とて
ぞい
のる
属 o

性二三
レ万τ

ゑき
:与と しミ

る 2
主忌 片1

露語

尋問

?会
i主創
議黍

更さ
義語
従??
義 ι
務っ
し むミ

主主
か EI

ず蘇刀、
予及
、島

の

Z〈む
る~q)
1 関

最
高
裁
の
と
っ
た
と
の
宗
教
の
有
神
論
的
見
解
は
、
そ
の
後
長
い
間
維
持
さ
れ
た
。
合
衆
国
へ
の
帰
化
申
請
者
が
、
戦
争
が
避
簿
上
正

当
化
さ
れ
な
い
限
り
合
衆
関
防
衛
の
た
め
に
兵
設
に
紐
す
る
意
志
を
あ
ら
か
じ
め
表
明
し
な
い
と
し
た
が
た
め
に
、
法
律
上
の
帰
化
に
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〈

4)

関
す
る
資
格
要
件
は
満
た
さ
れ
な
い
と
の
判
決
を
下
し
た
口
忠
仲
間
仏
翌
忠
8
4・Z
雪
山
口
ざ
白
げ
で
、

フ
ュ
:
ズ
ス
首
席
判
事
(
出

dzzw

0
・h
・
)
は
、
日
泳
教
の
本
質
は
、
い
か
な
る
人
間
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
よ
り
も
高
次
の
義
務
を
含
む
持
に
対
す
る
関
係
で
の
信
念
で

あ
る
:
:
:
人
は
、
宗
教
的
自
由
の
本
糞
的
、
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
そ
も
っ
て
し
で
も
、
神
の
意
志
に
対
す
る
一
台
中
高
の

{
5〉

忠
誠
へ
の
信
念
の
存
在
を
鵡
定
す
る
こ
と
な
く
し
て
宗
教
的
自
由
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、

〈

S)

公
立
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
合
衆
関
箆
旗
に
対
す
る
敬
礼
及
び
患
誠
の
誓
い
が
争
わ
れ
た
呂
口
Y
O
M
m
4
・宮内弔問
F
0
5江
氏
以

4
・同去作
wi

〈

7

)

{

S

)

R

Z

長
時
吋
で
、
前
詑
ロ
雪
い
印
判
決
で
の
宗
教
の
定
義
が
そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

M
W
R
H
窓
口

4
b
H
M
U
邑
∞

g
g加
で

「
一
九
四

O
年
選
抜
罷
練
徴
兵
法
話
器
M
m
白け
F
4
時
中
役
三
話
芸
門
戸
∞
均
三
話
〉
口
件
。
同
包
怠
)

の
良
心
的
兵
投
拒
苦
を
規
定
し
た
第
五

条〈

g)
項
を
審
理
し
た
第
九
巡
翻
陸
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、

一
九
割
六
年
、
「
人
生
の
哲
学
を
持
ち
、
そ
れ
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
人

が
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
の
概
念
の
な
い
繋
学
、
議
徳
及
び
社
会
政
策
は
、
本
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
意
味
で
の
宗
教
と
は
一
言
い

(
9〉

得
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、

一
九
四

0
年
代
に
入
り
、
か
か
る
宗
教
的
信
念
を
法
統
的
な
神
そ
信
ず
る
こ
と
に
限
定
す
る
解
釈
に
、
徐
々
に
変

化
が
兇
出
だ
さ
れ
る
。

「
選
抜
訓
練
徴
兵
法
」
第
五
条
〈

g)
項
の
解
釈
を
行
っ
た
第
一
一
巡
函
区
連
邦
控
訴
毅
判
所
は
、

{MW) 

年、

C
E付託

m
x
E
2
4・M内
s
d
g
m
で
、
「
宗
教
の
定
義
会
試
み
る
こ
と
は
、
不
婆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
と
い
う
爵
諮
の
内
容
は
、

九
屈

人
類
史
の
中
に
見
出
だ
さ
れ
、
一
一

i
一
一
一
の
一
言
葉
に
嬰
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
京
教
的
欝
念
は
、
人
そ
彼
の
同
胞
や
援
の

宇
宙

2
5
4部
門
的
叩
)
に
関
係
づ
け
る
手
段
と
し
て
の
理
性
は
不
適
当
だ
と
い
う
意
識
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
感
覚
は
、
最
も

原
始
的
な
社
会
の
人
間
に
も
、
高
震
に
文
明
化
さ
れ
た
社
会
の
人
間
に
も
共
通
の
そ
れ
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
論
理
の
手
動
け
を
受
け
入

れ
る
が
、
論
理
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
範
管
す
る
。
そ
れ
は
、
無
条
件
的
に
信
ず
る
入
に
私
利
を
無
我
す
る
こ
ど
、
そ
し
て
教

義
を
犯
す
よ
り
は
む
し
ろ
苦
痛
そ
受
け
入
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
良
心
に
表
現
を
見
出
だ
す
信
念
で
あ
る
・
事
e

・
:
特
定
の
戦
争
が
不
得
策



又
は
悲
惨
で
あ
る
と
い
う
溜
自
で
有
罪
判
決
を
受
け
る
場
合
の
理
由
づ
け
と
、

い
か
な
る
状
視
の
下
で
あ
ろ
う
と
金
て
の
戦
争
に
参
加

す
る
こ
と
を
良
心
的
に
拒
穫
す
る
が
た
め
有
罪
判
決
を
受
け
る
場
合
の
そ
れ
と
に
は
、
お
の
ず
と
差
が
あ
る
。
前
者
で
は
な
く
し
て
後

者
が
、
本
法
で
兵
設
を
免
除
さ
れ
る
根
拠
と
な
る
が
、
前
者
は
通
錦
、
政
治
上
の
兵
役
掠
苔
で
あ
る
。

一
方
、
後
者
の
兵
役
拒
脊
は
、

議
熱
に
、
良
心
と
呼
培
う
と
神
と
呼
ぽ
う
と
、
人
の
内
一
阪
の
師
へ
の
応
答
と
見
徹
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
時
点
で
多
く
の
入
に
と
っ
て

(
"
は
〉

常
に
宗
教
鵠
衝
撃
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
関
等
の
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

アメリカ会衆E裂における「新宗教運動」とf信教の自由J(重量留)

同
S
S
H
M
判
決
の
解
釈
は
、
ウ
エ
ス
ト
を
パ
ー
ジ
ニ
ア
向
教
育
委
員
会
の
行
っ
た
公
立
学
校
の
職
員
と
生
誌
に
対
す
る
冨
旗
へ
の
敬

(ロ)

礼
決
定
が
争
わ
れ
た
巧
母
忠
告
品
目
口
広

ω
S
S
切
O
骨
三
O
同
討
内
山

d
gさ
u
ロ
4
・w買
ロ
骨
付
仲
母
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ

i
タ
1
判
事
(
甲
骨
呉
t

叫
が
誌
由
吋
し
盈
)
の
反
対
意
見
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
時
ち
、
「
{
余
教
的
倫
理
嫡
慨
を
審
理
す
る
場
合
、
我
々
は
、
開
等
の
誠
実
さ
を
も
っ

て
特
定
の
集
団
に
よ
っ
て
心
に
抱
か
れ
て
る
無
数
の
種
類
の
教
義
や
鋸
条
を
審
理
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
教
義
や
信
条
は
、
集
団
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の
た
め
に
人
の
字
能
の
神
秘
へ
の
関
係
に
お
け
る
必
婆
性
を
構
た
す
の
で
あ
る
。
合
衆
国
内
に
は
、
二
五

O
以
上
の
き
わ
だ
っ
た
確
立

さ
れ
た
京
採
が
存
在
し
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
に
は
そ
れ
ら
の

一O
が
、
ウ
エ
ス
ト
・
パ

1
ジ
ニ
ア
に
は
六
五
ほ
ど
も
存
在
し
て
い

る
。
し
か
し
、
宗
教
能
倫
理
観
が
、
市
民
と
し
て
の
法
律
へ
の
競
誕
の
免
除
を
与
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
、
ど
ん
な
偶
人
の
宗
教
的

信
念
か
ら
も
引
き
出
さ
れ
、
た
と
え
畿
が
い
か
な
る
宗
派
又
は
組
識
化
さ
れ
た
宗
誠
に
所
属
し
な
い
と
し
て
も
で
あ
る
。
裁
強
附
に
は
、

憲
法
が
保
護
す
る
宗
教
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、

{日〉

に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
は
な
い
コ

い
か
な
る
良
心
の
要
求
が
承
認
さ
れ
る
べ
き
か
、
又
は
範
杏
さ
れ
る
べ
き
か

(2) 

最
近
の
判
例
に
み
ら
れ
る
宗
教
の
定
義
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宗
教
概
念
の
拡
大
化
は
、
一
九
六
一
年
、
公
職
の
就
飯
に
際
し
て
「
神
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
」
の
笈
務
を
要
求
す
る
メ
リ
i
ラ
ン

〈

H
H〉

ド
以
内
憲
法
第
三
七
条
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た

J
2
2
g
C
4・
巧
丘
町
内
い
器
で
確
立
さ
れ
る
に
一
致
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
〈
探
知
砕
し
・
)
は
、

そ
の
法
語
意
見
の
中
で
次
の
よ
う
に
判
恭
し
て
い
る
。
郎
ち
、
州
政
府
も
連
邦
政
府
も
、
憲
法
上
、
人
に
対
し
て
需
抑
又
は
い
か
な
る

宗
教
へ
の
無
信
仰
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
憲
法
上
、
無
稽
仰
の
人
々
の
利
益
に
反
し
て
全
宗
教
を
援
助
す
る
法
律
を
制
定

し
、
悲
し
く
は
そ
の
よ
う
な
要
件
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
神
の
存
在
に
そ
の
基
礎
を
醤
く
宗
教
を
援
助
し
、
こ
れ

{
U
M〉

と
異
な
っ
た
}
信
仰
に
基
縫
を
置
く
宗
教
を
不
利
な
立
場
に
量
く
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
・
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
器
内
に
あ
る
宗
教

の
中
で
、
神
の
存
在
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
に
つ
い
て
一
般
的
な
考
え
を
説
い
て
い
な
い
宗
教
に
、
仏
教

(
お
豆
島
2
8
)
、
道
教

3
8な
き
て
倫
理
議
会
運
動
(
冒

FSH
の
刊
に
け
が
包
}
、
堂
俗
的
ヒ
ュ

i
マ
ニ
ズ
ム
〈
常
設
日
常
国
出

5
5
5
u〉
及

び
そ
の
他
の
も
の
が
私
印
。
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連
邦
最
高
裁
が
最
も
欝
題
に
わ
た
っ
て
宗
教
の
定
義
の
考
療
を
行
う
穣
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
は
、
「
一
九
閥
人
年
一
般
軍
事
教
練
徴

兵
法
〈
口
忠
A
3
3巴
冨
吉
宗
氏
・
可
申
色
包
括
言
内
山
伊
三
い
の
部
〉
2
0同
冨
お
に
第
六
条
(
Z
E
-
-
a
)

壌
の
決
心
的
兵
役
拒
奈
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

〈げ〉

て
争
わ
れ
た
出
口
い
け
部
内
山
お
け
E
2
4・
∞
冊
目
問
問
で
あ
る
。
ク
ラ
i
ク
判
事

(
Q
m円
yha
〉
は
、
詮
娃
意
見
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て

い
る
。第六
条
〈
j
〉
壌
は
、
「
宗
教
的
修
練
及
び
借
念
と
は
、
い
か
な
る
人
間
関
係
か
ら
生
ず
る
義
務
よ
り
も
高
次
の
義
務
を
含
む
議
衡
の

帯
在
〈

ω名
言
語
。
切
開
(

と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
議
会
が
全
て
の
宗
教
を
受
け
入
れ
、
そ
し
て
本
費
約
に
政
治
的
、
社
会
学
部
若
し
く
は

哲
学
的
見
解
を
排
除
す
る
た
め
に
完
全
に
宗
教
的
修
緯
及
び
屈
指
念
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
が
た
め
で
あ
っ
た
。
叩
型
地
高
の
存
在
と
の
関

係
に
お
け
る
穣
念
の
判
断
基
準
は
、
裁
実
で
且
つ
有
意
味
な
訴
与
の
信
念
が
、
明
ら
か
に
兵
役
免
除
の
資
格
を
有
す
る
人
の
内
議
に
お



い
て
正
統
派
の
搭
ず
る
神
が
満
た
し
て
い
る
の
と
等
し
い
位
童
を
そ
の
信
念
会
有
す
る
者
の
生
活
の
中
で
占
め
て
い
る
か
沓
か
で
あ
る
。

か
か
る
信
州
仰
が
、
各
々
ぞ
れ
を
有
す
る
人
の
生
活
の
中
で
相
等
し
い
地
設
を
占
め
る
場
合
、
あ
る
人
は
登
高
の
帯
在
と
の
関
係
が
あ
り
、

(
向
日
)

い
得
な
い
。
宗
教
的
修
練
及
び
信
念
と
い
う
文
言
に
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
れ
に
誕
属
し
、

越
の
人
は
そ
う
で
は
な
い

若
し
く
は
究
極
的
に
悔
の
全
て
が
そ
れ
に
依
容
し
て
い
る
力
又
は
存
在
、
或
い
は
信
仰
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
誠
実
な
宗
教
的
信
念
が
含

ま
れ
る
。
そ
の
判
断
基
準
は
、
以
下
の
言
葉
で
述
べ
ら
れ
よ
う
。
期
ち
、
そ
れ
は
、
法
律
上
定
義
さ
れ
た
兵
役
免
除
の
資
絡
を
持
っ
て

い
る
こ
と
の
明
ら
か
な
人
々
の
内
面
に
お
い
て
、
そ
の
彊
ず
る
衿
が
満
た
し
て
い
る
の
と
等
し
い
位
感
慨
を
そ
の
藷
念
会
有
す
る
も
の
の

生
活
の
や
で
占
め
て
い
る
あ
る
誠
実
立
つ
有
意
味
の
舘
念
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
あ
る
考
に
は
兵
役
を
免
除
し
、
他
の
者
に
は
拒
否

アメリ:車会費量閣におけるf新祭教速動jと「信教の自由J(藤田}

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
格
異
な
る
様
々
な
宗
教
的
告
念
を
議
践
し
よ
う
と
す
る
意
閣
が
議
会
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
宗
教
上
の
意
義
に
義
づ
く
兵
役
能
否
に
対
し
て
等
し
い
扱
い
を
す
る
と
一
言
う
十
分
に
確
立
さ
れ
た
識
会
の
政

(
m
m〉

策
と
一
致
し
て
い
る
」
。
そ
し
て
ク
ラ
l
ク
判
事
は
、

p
-
テ
ィ
リ
ヒ

3
H
F
E
F
n
v〉
の
「
神
学
組
織

(
ω
3
g
S伊
け
い
の
当
阿
部
誌
吋
)
」
、
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J
・
A
-
T
-
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
「
神
に
対
す
る
誠
実
〈
問
。
若
田
仲

S

Q

O仏

)
h
p
'
s
-
マ
ツ
イ

l

(
ロ
伊
豆
島
N
N
O
W〉

の
「
宗
教

と
し
て
の
倫
理
学
(
害
庄
の
鵠
宮

m
w
m
m
H
F
E
oロ
)
い
を
引
罵
し
な
が
ら
、
現
代
の
京
教
に
関
す
る
絶
え
ず
鉱
接
さ
れ
つ
つ
あ
る
解
釈
を
受

け
入
れ
、
あ
る
宗
教
的
信
念
が
伝
統
的
な
禅
を
信
ず
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
意
閣
の
下
に
、
議
会
は
「
袴
と
の
鑓
係
に

(
初
)

お
け
る
信
念
」
と
い
う
表
現
を
、
「
至
高
の
存
在
」
と
い
う
規
定
に
し
た
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

(
幻
)

ω伯
母
ぬ
晶
司
判
決
と
同
同
様
、
時
法
第
六
条
(
z
a
-
-
'
)

項
を
審
理
し
た
巧
冊
目
鵠
Y

4
・CHM恥仲間円四∞

g
g拾
で
最
高
裁
は
、
即
時
ぬ
賃
料
判
決
の
解
釈
を

更
に
拡
大
す
る
。
法
廷
意
見
を
述
べ
た
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
は
、
次
の
よ
う
に
判
決
を
下
し
て
い
る
。

今
自
及
び
過
去
に
お
け
る
主
要
な
宗
教
の
ほ
と
ん
ど
は
、
準
高
の
存
夜
競
い
は
至
高
の
実
在

2
g
M
M
g
g借
問
。
丘
町
ち
を
形
象
化
し

て
き
た
が
、
源
泉
と
内
容
に
お
い
て
純
粋
に
倫
理
的
又
は
道
援
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
持
ら
ず
、

い
か
な
る
と
き
で
も
い
か
な
る
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戦
争
へ
も
参
加
す
る
こ
と
を
患
い
止
ど
ま
る
良
心
の
義
務
を
億
人
に
課
す
提
仰
を
、
そ
の
人
が
深
く
そ
し
て
誠
実
に
保
持
し
て
い
る
な

ら
ば
、
そ
の
信
念
は
そ
の
個
人
の
生
活
の
中
で
袴
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
地
位
と
同
様
の
地
位
を
盆
占
め
て
い
る
り
で
あ
る
。
そ
の

億
人
の
檎
悲
は
、
そ
の
入
の
生
活
の
中
で
宗
教
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
人
は
、
良
心
的
拒
否
を
松
続
的
な
宗
教

〈
判

ω)

的
確
信
か
ら
導
き
出
す
人
と
同
様
に
同
条
項
の
も
と
で
の
宗
教
的
な
良
心
的
兵
役
拒
否
者
と
し
て
兵
役
免
除
の
饗
絡
を
与
え
ら
れ
る
。

(お〉

し
か
し
な
が
ら
、
最
高
我
判
所
は
、
話
。
-
吾
判
決
の
ご
年
後
の
巧
仲
間
号
苦
い
ロ
タ
ペ
C
島
田
吋
で
哲
学
と
宗
教
を
同
等
に
扱
う
こ
と
か

ら
後
退
し
た
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
本
件
は
、
ア
ン
マ
ン
派
は
自
分
達
の
子
供
が
第
入
学
年
を
卒
業
し
た
後
は
学
校
か
ら
退
か
せ

る
権
利
を
有
す
る
と
判
示
し
た
事
件
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
哲
学
鵠
及
び
個
人
的
信
念
は
宗
教
条
項
の
要
請
に
応
じ
な
い
と
す
る
。
そ

し
て
、
公
立
学
校
か
ら
子
供
を
退
か
せ
る
ア
ン
マ
ン
誌
の
要
求
は
、
現
代
の
そ
l
レ
ス
〈

g
R
g
)
へ
の
扱
否
に
根
ざ
し
た
宗
教
的
な

も
の
明
、
あ
る
と
一
言
嘆
し
て
い
る
が
、
他
方
で
ヘ
ン
リ
i
-
D
・
ソ
1
ロ
l

〈
お
ロ
ー
ヨ
)
は
、
教
の
現
代
の
社
会
的
価
値
を
拒
否
し
、
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ウ
ォ

i
ル
デ
ン
池
守

切
の
交
際
を
純
っ
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
ア
ン
マ
ン
派
が
そ
の
嬰
求
を
主
観
的
錨
緩
及
び
大
多
数
の
人
に
よ
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
現
代
の
世
俗
的
価
後
へ
の
担
否
の
故
に
主
張
し
た
な
ら
ば
、
ア
ン
マ
ン
派
の
要
求
は
宗
教
的
議
礎
に
基
づ
く

も
の
で
は
な
い
。
ソ

i
ロ
I
の
選
択
は
、
宗
教
的
と
い
う
よ
り
も
哲
学
的
、
鑓
人
的
明
、
あ
り
、
か
か
る
憶
念
は
宗
教
条
項
の
饗
求
に
蕗

{災〉

じ
な
い
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

4
0仏
語
吋
判
決
は
、
巧
O
H白
V

判
決
に
お
け
る
道
徳
的
、
倫
理
的
原
理
は
修
正
第
一
条
に
よ
り
保
護
さ

〈お〉

れ
る
と
い
う
論
理
的
推
論
を
括
部
し
、
宗
教
の
狭
義
解
釈
に
立
ち
戻
っ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

し
か
し
、
当
面
の
期
懇
に
関
連
し
た
信
念
が
、
正
当
と
認
め
ら
れ
た
宗
教
的
彊
念
が
犠
奉
者
の
生
活
に
お
い
て
役
割
を
果
た
す
と
関

様
の
方
法
で
機
能
し
て
い
る
か
袈
か
に
焦
点
を
置
く
伯
母
知
的
向
判
決
の
機
能
的
定
義
づ
け
は
、
ペ
乳
母
判
決
の
見
解
の
彪
響
・
を
受
け
な

い
と
思
わ
れ
る
。
け
だ
し
、
J

へ孟
R
判
設
は
、
非
伝
統
的
信
念
が
議
教
的
な
物
で
あ
る
か
部
か
を
決
定
す
る
際
、
借
念
は
長
続
的
宗
教

的
信
念
と
比
較
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
立
場
を
拒
否
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
選
徳
的
及
び
倫
理
的
信
念
は
必
熱
的



〈
間
的
〉

に
修
正
第
一
条
の
図
的
に
と
っ
て
宗
教
的
傍
念
に
相
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
雷
、
主
立
場
を
拒
否
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
幻
}

条
に
い
う
宗
教
と
な
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
信
奉
者
の
生
活
に
お
い
て
聾
能
す
る
と
搾
様
に
接
接
す
る
一
億
締
体
系
は
、
修
正
第

前
記
言
柏
戸
刊
誌
W

4
・J円
omF
で
詩
意
意
見
を
述
べ
た
ア
ダ
ム
ス
判
事
(
〉
内
笠
宮
訴
し
・
〉
は
、
信
仰
体
系
は
修
正
第
一
条
の
目
的
の
た

め
に
議
教
と
し
て
類
制
約
さ
れ
る
た
め
に
は
三
つ
の
藤
本
と
な
る
判
断
装
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
即
ち
、
第
一
に
、

宗
教
は
、
生
死
の
血
液
味
、
森
羅
万
象
の
中
で
の
入
の
役
部
、
正
邪
に
つ
い
て
の
正
し
い
道
徳
律
と
い
っ
た
根
本
的
、
究
極
的
鍔
題
に
取

り
組
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
が
少
な
く
と
も
仮
定
さ
れ
た
宗
教
の
内
容
を
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ー
そ
の
真
実
性
又
は
虚
偽
牲
を
審
理
す
る
た
め
に
で
は
な
く

i
i
こ
と
を
意
味
し
、
宗
教
は
そ
れ
自
体
「
人
間
の
存
在
の
根
本
摘

アメリカ合衆箆におけるf新主義教運動」とf健教のEHIlJ(鎗田)

題
」
に
剛
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
ニ
に
、
議
仰
体
系
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
総
合
的
に
取
り
組
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し

つ
に
の
み
答
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
宗
教
で
は
な
い
。
議
教
は
、
根
本
問
題
に
一
連
の
体
系
的
な
回
答

ぞ
れ
が
か
か
る
関
縞
の
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を
提
供
ず
る
総
合
的
信
仰
体
系
マ
な
け
れ
認
な
ら
な
い
。
道
徳
的
又
は
愛
附
倒
的
見
解
は
、
そ
れ
務
体
で
は
宗
教
で
は
な
い
が
、
も
し
そ

れ
ら
が
袴
の
法
〈
伝
説
2
5
4
q
)
又
は
そ
れ
ら
を
真
理
と
し
て
示
す
総
合
的
信
仰
体
系
の

部
と
し
て
強
議
さ
れ
る
な
ら
ば
、
宗
教
的

レ
ベ
ル
に
ま
で
達
す
る
。
考
慮
す
べ
き
第
一
一
一
の
要
素
は
、

一
般
に
容
認
さ
れ
た
宗
教
に
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
る
形
式
的
、
外
面
的
又

は
薮
磁
的
表
象
の
非
識
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
や
に
、
形
式
的
犠
式
、
儀
式
的
行
事
、
牧
師
、
建
築
物
及
び
組
織
の
存
在
、
宣
告
連
動
、

祭

aの
遵
守
そ
し
て
伝
統
的
宗
教
を
逮
懇
さ
せ
る
そ
の
他
の
頬
似
の
徴
候
が
合
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
象
な
く
し
て
宗
教
は

蒋
在
す
る
の
で
あ
り
、

一
の
基
準
は
間
関
親
解
決
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
と
は
な
り
縛
な
い
。
そ
し
て
、
ア
ダ
ム
ス
判
事
は
、
こ
れ

ら
の
判
断
基
準
は
有
里
で
は
あ
る
が
、
宗
教
の
決
定
的
テ
ス
ト
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
宗
教
を
定
義
す
る
こ
と
は
、
饗
栓
載
の
旦
つ

量
一
繋
な
法
的
義
務
で
あ
り
、
各
々
の
信
念
体
系
に
つ
い
て
の
柔
軟
殺
の
あ
る
注
意
深
い
警
察
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ぞ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

〈
泌
}

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
裁
判
を
密
灘
す
る
た
め
に
何
等
か
の
客
線
的
指
針
が
必
饗
な
の
で
あ
る
、
と
主
漉
し
て
い
る
。
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以
上
概
観
し
て
き
た
判
例
の
展
開
は
、
修
正
第
一
条
に
い
、
つ
宗
教
の
定
義
に
関
し
て
単
一
で
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
法
が
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
概
念
の
司
法
審
査
は
、
権
利
主
張
が
為
さ
れ
る
信
念
と
修
正
第
一
条
の

下
で
明
ら
か
に
宗
教
と
認
め
ら
れ
る
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
昆
較
す
べ
き
も
の
の
本
質
に
当
た
る
も
の
が
一
体
何
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、
定
か
で
は
な
い
。
試
み
に
、
以
下
の
一
一
一
つ
の

比
較
分
析
!
各
々
は
飽
か
ら
全
く
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
ー
が
、
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
部
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
修
正

第
一
条
の
下
で
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
宗
教
的
信
念
が
い
か
に
深
速
に
信
奉
者
に
よ
っ
て
抱
か
れ
て
い
る
か
を
審
理
し
、
そ
の
上
で
関

選
と
な
る
鐘
念
を
保
持
し
て
い
る
者
の
確
信
が
、
そ
れ
と
同
等
に
探
速
に
掬
か
れ
て
い
る
か
密
か
を
審
獲
す
る
。
第
一

に
、
織
問
題
と
な

る
告
念
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
自
的
及
び
機
能
を
審
理
し
、
そ
れ
と
法
認
さ
れ
て
い
る
宗
教
的
信
念
が
果
た
そ
、
っ
と
護
部
す
る
践
的
と

機
能
を
比
較
す
る
。
第
三
に
、
↑
伝
統
的
信
仰
の
特
別
の
外
形
上
及
び
組
織
上
の
徴
表
と
の
比
較
を
持
、
え
も
っ
と
も
、
修
正
第

条
の
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法
理
は
、
上
述
の
ご
と
く
比
較
分
析
の
決
定
的
方
法
を
提
供
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
り
、

AM2依
更
に
論
議
が
磯
み
議
ね
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
際
、
念
頭
に
置
く
べ
き
こ
と
は
、
瀦
教
概
念
は
極
力
広
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
修
正
第
一
条
の
成
立
の
背
景
に
あ
る
京
教
的
少
数
殺
の
保
識
が
、
会
く
無
損
さ
れ
る
結
泉
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。

(
1〉
ト
認
さ
回
初
雪
〉
浴
室
。
銀
幹
室
岡
M

湾
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潟

J
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E
Q
O
S
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特
仏
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協
削
需
品
W

A
釈
か
司
ト
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札
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S
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z
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関
口
皇
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山

wmvmw・帥
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(

戸市町∞∞
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a

{
お
)
袋
、
泌
さ

shミ
z
H
C

衰
の
ご
鳴
き
(
寄
宣
言
)
・

ん
泳
教
鵠
少
数
者
に
対
す
る
裁
判
所
の
対
応

一
九
閥
閉
年
、
「
ア
イ
・
ア
ム
い
ム

1
プ
メ
ン
ト
(
ふ
〉
宮
ョ

B
0
2
8
8
C
の
封
勝
始
者

wa
バ
ラ
ー
ド
(
巧
・
∞
m
H
H
M

湾
問
ご
と

D
-

バ
ラ
ー
ド
が
、
議
偽
の
詐
欺
的
な
表
現
と
約
束
を
も
っ
て
郵
便
会
制
利
用
し
、
資
金
と
会
員
を
鶴
誘
し
た
と
し
て
越
訴
さ
れ
た

d
a
g仏

(
1〉

宮内
W

仲間的
4
・同w
m
w
H
E
H
弘
明
、
法
雄
意
見
を
述
べ
た
ダ
グ
ラ
ス
判
事
は
、
次
の
よ
う
に
判
決
を
下
し
て
い
る
。
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「
思
想
の
自
由
は
、
そ
れ
は
宗
教
的
信
念
の
自
由
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
白
磁
入
の
社
会
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
、

正
統
謙
信
仰
を
も
っ
者
に
と
っ
て
は
邪
説
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
生
命
や
死
や
来
世
に
関
す
る
理
論
を
保
持
す
る
権
利
を
認
め
る
。

端
審
問
〈
出
向
時
的
可
け
H
F
9
}
)

は
、
我
々
の
憲
法
に
副
染
む
も
の
で
は
な
い
。
人
は
、
立
証
し
得
な
い
も
の
を
信
ず
る
こ
と
も
あ
り
得
る

が
、
そ
の
宗
教
的
教
義
又
は
信
念
が
審
問
さ
れ
る
が
ご
と
き
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
入
に
と
っ
て
は
生
命
と
関
様
真

実
で
あ
る
家
教
上
の
経
験
は
、
他
の
人
に
と
っ
て
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ぞ
れ
が
人
聞
の
知
畿
の
範
囲
以

外
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
識
は
、
ぞ
れ
が
法
の
前
で
縫
い
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

多
く
の
も
の
は
、
そ
の
教
義
を
新
約
聖
書
か
ら
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
義
が
虚
偽
の
練
述
を
含
ん
で
い
る
か
苔
か
を
決
定
す
る
経

務
を
負
う
融
制
審
員
の
前
で
審
獲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
新
約
襲
警
に
あ

る
奇
跡
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
、
死
後
の
生
命
、
祈
祷
の
力
は
、
多
く
の
宗
教
的
確
器
の
深
部
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
陪
審
員
が
、



を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
教
義
を
麗
偽
で
あ
る
と
認
定
し
た
が
為
に
人
が
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
議
教
の
自
由
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

の
も
の
が
取
り
徐
か
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
。
一
慾
法
制
定
者
は
、
宗
教
セ
ク
ト
の
多
種
多
様
な
犠
端
と
さ
れ
る
見
解
、
セ
ク
ト
惜
の

甚
だ
し
い
見
解
の
棺
溝
、
そ
し
て
全
て
の
人
が
詩
意
す
る
で
あ
ろ
う

つ
の
宗
教
的
教
畿
の
欠
如
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
彼
ら
は
、
相
反
す
る
諸
見
解
を
最
も
広
く
寛
大
に
取
り
扱
お
っ
こ
と
を
目
論
ん
だ
憲
章
を
作
成
し
た
α

人
の
神
に
対
す
る
欝
療
は
、

詩
家
の
欄
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
人
は
、
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
札
持
す
る
権
蒋
友
び
そ
の
宗
教
的
見
解
の
築
爽
性
に
つ
い
て
何

人
の
賀
聞
に
対
し
て
も
替
え
な
く
て
よ
い
権
税
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
被
上
告
人
の
宗
教
的
見
解
は
、
ば
か
げ
た
も
の
で
あ
る
と
は
設

え
な
い
に
し
て
も
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
建
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教
義
が
そ
の
真

アメリカ合衆国における「新宗教滋動Jと「信教のE望感メ重量沼}

偽
を
判
定
す
る
よ
う
経
務
づ
け
ら
れ
る
陪
審
員
の
審
穫
に
付
せ
ら
れ
る
と
す
れ
誌
、
い
か
な
る
教
派
の
宗
教
的
信
念
に
も
同
様
の
こ
と

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
審
裁
判
官
が
、
上
記
の
仕
事
を
別
引
き
受
け
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
禁
乙
ら
れ
た
領
域
に
立
ち
入
る
こ
と

〈

2
)

つ
の
宗
教
を
選
抜
す
る
も
る
の
で
は
な
い
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に
な
る
。
修
正
第
一
条
は
、
優
先
的
取
り
扱
い
を
す
る
為
に
一
つ
の
集
窃
又
は

一
つ
の
語
条
が
宗
教
マ
あ
る
か
否
か
の
範
鴫
づ
け
に
は
、
そ
の
教
義
の
見
解
に
依
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

〈

3〉

し
た
の
で
あ
る
o
d
H
M
F
g仏

P
E
2
4・
問
符
民
自
で
ハ
ン
ド
判
事
が
創
刊
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
は
論
壊
の
手
助
け
を
受
け
入
れ
る

(4) 

が
、
論
理
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
拒
否
す
る
。
そ
し
て
、
宗
教
は
、
正
統
派
の
不
合
湿
性
に
も
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ダ
グ
ラ
ス
判
事
は
、

つ
の
信
条
の
特
徴
づ
け
は
、
信
奉
者
以
外
の
だ
れ
人
の
権
棋
に
も
腐
さ
な
い

宗
教
的
な
も
の
と
し
て
の

エ
ホ
バ
の
華
人
〈
な
げ
0
4
喜
ぶ
巧
吉
言
語
部
的
〉
に
戸
民
詰
隠
し
、
改
療
の
勧
誘
を
行
い
、
パ
ン
フ

{
5〉

レ
ッ
ト
や
宗
教
書
を
配
布
す
る
権
科
を
認
め
た
の
き
言
問
冊
目
M
4
'
C
O
H
M
添
え
江
口
三
で
、
法
廷
意
見
を
述
べ
た
ロ
パ

i
ツ
判
事
は
、
次
の

少
数
派
の
宗
教
活
動
に
関
し
て
、

よ
う
に
判
決
を
下
し
て
い
る
。

「
当
法
廷
は
、
本
件
に
お
い
て
身
体
に
対
す
る
危
害
の
後
滅
、
攻
撃
的
態
度
、
意
関
釣
非
礼
、
人
身
攻
態
が
あ
る
と
認
定
ナ
る
こ
と
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は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
震
し
て
、
話
を
嵩
く
人
に
書
物
を
購
入
し
て
も
ら
い
、
原
告
が
真
の
宗
教
と
考
え
て
い
る
団
体
の
利
援
と
な
る

ょ
う
金
品
を
寄
付
す
る
よ
う
説
得
す
る
努
力
の
み
が
認
定
さ
れ
る
。
宗
教
的
信
念
及
び
政
治
抽
出
一
信
条
の
領
域
に
お
い
て
は
、
鋭
い
意
見

の
棺
違
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
つ
の
領
域
に
お
い
て
は
、

一
人
の
主
義
は
、
彼
の
隣
人
に
と
っ
て
は
最
も
不
快
な
誤
っ
た
考
え
と
映
る
で

あ
ろ
う
。
弁
護
者
が
、
告
ら
の
見
解
を
他
人
に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
時
と
し
て
誇
媛
的
表
現
や
教
会
や
鵠
家
に
お
い
て
震
擦
な
地

位
を
・
占
め
る
人
達
の
中
傷
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
突
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
盟
の
龍
農
は
、
そ
の
康
史
に
照
ら

し
て
行
き
過
ぎ
た
行
為
や
議
痛
が
あ
る
に
も
持
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
自
由
は
問
問
主
主
義
社
会
の
欝
民
に
と
っ
て
本
舞
的
な
も
の
マ
あ
る
と

{
S〉

定
め
た
の
で
あ
る
勺

従
っ
て
、
本
判
決
の
法
濃
か
ら
し
て
、
宗
教
間
体
が
会
慰
問
を
誘
引
し
、
入
会
さ
せ
、
そ
し
て
教
義
を
教
え
込
む
言
論
議
動
は
、
必
然

的
に
保
灘
%
、
れ
な
け
れ
留
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
関
家
が
関
心
さ
せ
る
こ
と
が
「
洗
脳
(
可
包
ロ
毒
患
広
義
)
」

ρ
0
 

8ιτ 

で
あ
る
か
否
か
を
決

こ
と
を
静
怒
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
間
部
家
が
宗
教
経
験
の
安
当
性
や
宗
教
の
根
本
部
鑑
値
に
異
議
を
娼
唱
え
る
こ
と
に
な
る
。
か

か
る
悶
家
に
よ
る
決
定
は
、
修
正
第
一
条
に
定
め
ら
れ
た
辺
一
市
教
の
自
由
な
活
動
」
、
「
国
教
禁
止
」
亙
び
「
言
議
の
吉
出
」
を
侵
害
す

〈

7〉

る
と
替
わ
ぎ
る
そ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

l

)

ω

M

M

C
・m・-吋品目

22AF)・

(2)

」
「
件
巳
∞
∞
ゐ
4
・

(
3
)
H
U
U

司
-
M
ι
J
S
U
(
同
門
戸
。
可
・

5晶一
w)
・

(4)
』
1
札

-m什叶(]∞・

(5}
臼
H

O

C

・m・M
唱
曲

2
2
8
.

(
S〉
L

「札・
9
仲

ωH0・藤
d

仇龍一

Hbd事
出

d
F
Q
q
o問
。
尽
き
phwgc-m弘
会
{
添
削
指
〉
一
邸
内
ぎ
ぬ
ま
号
戸
吋
診
者
仏
時
隠
u
、・

8
∞
q・
闘
い
会
〈
阿
部
制
時
〉
u
d
句
議
仲
ぐ
い
吋
関

g
s
m
s・



g
m
o
m
w
a
o同
開
き
の
掬
仲
町
内
》
揖
ヲ
M
W
9
弓
吋
話
仲
仲
タ
臼
早
川
M
'
m
h
M品
(

戸

怠

帥

γ

(7)

偽
議
官
玄
O
U
F

号
、
、
。
陶
芸
活
習
主
審
議
$
3
0
h
F
主
0
5
雪
之
∞
ぎ
目
安
累
「
持
表
選
-
窓
会
議
γ

新
議
教
運
動
を
め

f
る
裁
判
部

(1) 

免
税
を
め
ぐ
る
事
例

アメリカ合衆E認における「章者宗教滋動」とf緩教の自由J(藤田)

(
三
塁
誌
な
吋
O
町
民

o
q
m官
い
け
〉

g
o
n
Z氏
。
口
問
。
吋
q
M
M仲
間

Fnm鉱山
U
5
0
同
巧
2
5
0
}丘
掛
け

Fhg片
付
可

4
・4
震
の
o
g
g抗
的
い
き
え
〈
リ
ヤ

{
1〉

3
、
。
同

Z
自巧
J
へ
ひ
吋
}
拘

一
九
七
六
年
一
一
一
丹
、
世
界
キ
リ
ス
ト
教
統
一
神
護
協
会
は
、
ニ
ュ

i
ヨ
!
ク
州
不
動
産
説
法
第
四
二
一
条
に
基
づ
い
て
、

一
九
七
五

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に
取
得
し
た
三
額
所
の
土
地
所
有
権
に
対
す
る
不
動
産
税
免
除
の
申
績
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
叡
税
委
員
会
に

申
欝
し
た
。
右
不
動
産
税
法
第
四
…

一
条
は
、
も
っ
ぱ
ら
(
O
H
n
H
認
可
己
主
祭
教
、
慈
替
、
病
盤
、
教
育
、
議
徳
或
い
は
精
神
的
活
動

の
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
、
活
動
す
る
法
人
又
は
協
会
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
不
動
産
は
、
免
製
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
聴
欄
間

後
、
租
税
委
員
会
は
、

一
九
七
七
年
九
月
一
一
一
目
、
四
対
認
で
申
請
を
拒
否
し
た
。
即
ち
、
多
数
意
見
は
、
統

協
会
は
、
あ
る
点
で

宗
教
的
な
協
会
で
あ
る
こ
と
を
訴
唆
す
る
が
、
政
治
的
動
機
が
そ
の
日
的
に
縫
い
込
ま
れ
て
い
る
が
た
め
、
者
慰
粛
を
拒
杏
せ
ざ
る
そ

得
な
い
と
制
判
断
し
た
。

そ
こ
で
協
会
は
、
委
員
会
決
定
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
ニ
ュ

i
ヨ
l
ク
県
高
位
裁
判
所
(
∞
保
育
∞
包
冊
。
。
時
グ

2
2
J円
。
長
の
o
s
z
u乙
は
、
上
訴
部
(
〉
M
M

窓
口
hw
窓
口
な
即
位
。
と
に
訴
訟
手
続
き
を
移
送
し
た
。
上
訴
部
は
、
租
税
委
員
会
が
免
説
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を
否
認
す
る
に
際
し
て
護
憲
的
且
つ
気
紛
れ
的
に
行
動
し
た
か
荏
か
は
訴
訟
記
録
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
特
別
審

理
人
〈
出
窓
口
い
弘
同
耐
え
男
君
)
に
よ
っ
て
事
件
を
聴
聞
す
る
よ
う
差
し
戻
し
た
。

九
七
九
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
一
一
一
月
七
誌
に
翠
つ

て
特
期
審
理
人
は
、
統
一
協
会
の
性
格
、
そ
の
目
的
及
び
活
動
、
…
一
一
欝
所
の
不
動
産
の
使
躍
に
興
し
て
広
範
舗
に
わ
た
る
証
拠
(
芯
掛
け
t

5
2
1
を
審
理
し
た
。

一
九
八
O
年
八
月
三
五
母
、
特
別
審
理
人
は
、
教
ム
獄
中
主
目
的
は
宗
教
的
で
は
あ
る
が
、
免
税
の
密
翠
を
正

当
生
す
る
ほ
ど
に
政
治
的
動
機
と
絡
み
合
っ
て
い
る
と
決
定
し
た
議
員
会
は
盗
意
的
又
は
気
紛
れ
的
に
行
動
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
と

認
定
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
。

一
九
八
一
年
五
月
五
日
、
上
訴
部
は
、
特
別
審
理
人
の
報
告
書
及
び
租
税
委
員
会
の
決
定
を
容
認
し

(2) 

た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
(
の
o
d
誌

え

〉
M
M

官
民
国
)
に
上
訴
さ
れ
た
。

必
一
法
涯
は
、
統

協
会
が
い
か
な
る
真
の
議
教
的
昌
的
を
有
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
教
濠
及
び
教
義
の
い
ず
れ
が
宗
教
と
な
る
の
か

を
決
定
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
な
い
。
本
件
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
協
会
の
多
く
の
信
条
及
び
鵠
動
の
重
要
な
部
分
は
宗
教
で
あ
り
、

-148-

統
一
運
動
〈
ロ
ロ
仲
間

g説。ロ
5
0
4
0
8
3
C
は
少
な
く
と
も
あ
る
程
撹
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
象
認
さ
れ
て
い
る
。

当
法
議
が
直
面
す
る
争
点
は
、
協
会
が

i
そ
の
指
条
及
び
活
動
の
多
く
は
京
教
的
で
あ
る
が

i
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
然
不
動
産
税
法

第
題
二
一
条
の
裁
定
の
意
箆
か
ら
し
て

つ
ば
ら
」
宗
教
的
目
的
の
為
に
組
織
化
さ
れ
、
活
動
さ
れ
て
い
る
か
に
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
協
会
の
芸
的
が
主
と
し
て
宗
教
的
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
に
多
く
の
非
窯
教
的
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
か
苔

か
が
中
心
課
麟
と
な
る
。
よ
り
本
紫
柏
町
に
は
、
争
点
は
、
「
致
治
的
」
及
び
「
経
済
的
」
と
認
定
さ
れ
て
来
た
諸
活
動
が
当
該
法
律
の

{3) 

閥
的
か
ら
し
て
宗
教
的
と
い
う
よ
り
も
世
俗
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
密
か
に
あ
る
。

本
件
の
よ
う
に
宗
教
団
体
の
特
定
の
目
的
及
び
話
動
が
宗
教
的
な
ぞ
れ
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
場
合
、
世
俗
捜
興
は
、

つ
の
調
査
、
部
ち
、
第

に
宗
教
組
畿
が
係
争
話
的
及
ぴ
活
動
は
宗
教
的
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
第
二
に
そ
の
主
張
は

真
正
〈
げ

o
z
p凶
叩
)
で
あ
る
か
の
み
に
従
事
し
得
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
、
間
の
行
政
機
関
及
び
そ
の
下
位
機
簡
は
、
探
教
的
信
念
の



〈

4
)

正
当
一
牲
を
務
理
で
き
な
い
と
同
様
に
、
宣
言
さ
れ
た
議
教
的
提
念
の
内
容
的
裏
の
真
の
理
由
を
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

当
法
延
に
提
出
さ
れ
た
訴
訟
記
録
か
ら
し
て
、
協
会
が
次
の
こ
と
を
詳
織
に
立
証
し
て
い
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
思
ち
、

協
会
は
、
軽
税
議
員
会
友
び
上
訴
擦
が
政
治
的
で
あ
り
経
済
的
で
あ
る
と
寵
定
し
た
協
会
の
信
仰
及
び
諮
動
が
当
該
の
宗
教
教
義
及
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
こ
と
を
主
紺
慨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
別
審
理
人
は
、
以
下
の
点
に
亘
っ
て
報
告
し
て
い
る
。

ハ
円
、
上
訴
人
の
神
学
上
の
教
義
が
上
訴
人
令
し
て
宗
教
活
動
の
方
向
へ
と
結
び
付
け
て
い
る
。
。
、
上
訴
人
は
、
宗
教
か
ら
或
る
精
神

世
界
再
様
、
科
学
及
び
経
済
か
ら
成
る
物
費
界
は
「
神
難
〈
心
主
.
田
胃
雲
仙
仏
窓
口
叩
ど
に
集
っ
て
発
緩
し
て
き
で
お
り
、
京
教
友
び
経

請
は
、
政
治
を
通
し
て
社
会
生
活
に
期
関
連
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

共
和
制
形
体
は
、
悪
魔
の
主
義
〈
∞
忠
義
芯
官
EnFMM戸
時

)

アメリカ合衆E誌におけるf新望書数運動jとrf護憲交の自由J(踏襲ffi)

で
あ
り
、
今
日
の
政
治
彰
体
の
下
?
の
立
法
、
司
法
、
行
政
の
一
一
一
様
は
メ
シ
ア
の
第
一

の
再
建
の
条
件
と
し
て
単
一
の
統
制
緩
の
支
配

下
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
上
訴
人
の
宗
教
上
の
教
義
で
あ
る
。
鋼
、
文
鮮
鰐
の
儒
奉
者
が
纏
め
た
g
M
X
4
5
0

-1綿一

川広告仲間
V
H
0
3

と
い
う
本
に
従
え
ば
、
悪
魔
の
カ
は
征
服
さ
れ
、
縁
関
は
采
教
と
科
学
が
統

さ
れ
る
政
治
的
環
境
の
下
に
統
一
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
世
が
教
法
主
の
第
二
の
再
臨
の
た
め
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

上
訴
人

は
、
懲
法
上
命
乙
ら
れ
て
い
る
教
会
と
患
家
の
分
離
に
ま
対
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
政
語
的
」
活
動
の
例
経
と
し
て
右
報
告
書

E
2
4吉
m
p
s
a
M
M
H砲
事
の
中
で
示
さ
れ
た
政
治
的
動
機
の
表
現
と
一
致
し
て
お
り
、
総
合
計
画
の

は
、
「
個
々
の
活
動
は
、

部
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

上
訴
欝
は
、
審
理
人
が
次
の
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
開
ち
、
上
訴
人
の
主
目
的
は
宗
教
的
で
は
あ
る
が
、
文
鮮
明

の
書
物
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上
訴
人
の
神
学
が
政
治
活
動
の
過
程
に
よ
訴
人
を
結
び
付
け
て
い
る
。
当
法
廷
は
、
政
治
的
、

経
済
的
儲
条
及
び
活
動
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
協
会
の
意
闘
に
於
い
て
協
会
の
宗
教
的
教
親
友
び
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
成
部
分
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
立
鼓
さ
れ
て
い
る
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
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協
会
が
、
誠
実
性
と
、
協
会
及
び
そ
の
構
成
員
の
政
治
的
信
条
及
び
諸
活
動
が
そ
の
宗
教
的
信
念
の
核
心
を
成
す
と
い
う
主
張
の
真

正
を
立
証
し
て
き
た
こ
と
に
重
大
な
疑
問
は
生
じ
な
い
。
租
税
委
員
会
、
特
別
審
理
人
及
び
上
訴
部
の
誤
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
会
の

教
義
や
神
学
体
系
を
審
理
し
、
周
辺
の
政
治
的
、
経
済
的
側
面
と
さ
れ
る
も
の
を
因
数
分
解
す
る
権
利
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

何
が
宗
教
的
で
あ
る
か
を
教
義
や
活
動
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
裁
判
所
或
い
は
行
政
機
関
で
は
な
く
、
宗
教
団
体
そ
れ
自
体

で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
か
か
る
団
体
が
不
誠
実
(
吉
田
町
M
8
2
)
又
は
偽
り
(
田
町
9
5
)
の
も
の
と
認
定
さ
れ
な
い
限
り
、
右
団
体
の
活

動
の
特
徴
づ
け
を
容
認
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
か
か
る
原
則
を
適
用
し
た
場
合
、
当
法
廷
は
、
訴
訟
記
録
上
、
上
訴
人
た
る
協

(5) 

会
は
宗
教
的
で
あ
り
、
租
税
委
員
会
の
決
定
は
恋
意
的
且
つ
気
ま
ぐ
れ

(
g胃
E
o
g
)
で
あ
る
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

(6) 

(
b
)
冨
』
回
目

O
R
-
Q
H
R与
え
∞
丘
恒
三
O
H
o
q
4・
m
g
g
↓
自

D
U
E
S
-回
目
守
口

-150一

セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
は
、
ミ
ズ
リ
l
州
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
l
教
会
所
有
の
有
体
財
産
(
け

g
m
g
Z
M
M
O
E
o
s
-
胃
G
Rミ
)
に
つ
い
て

一
九
七
四
年
分
を
租
税
名
簿
に
追
加
登
録
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
l
教
会
は
、
税
査
定
平
準
委
員
会
(
回

O
F
E
O同
E
E
E
E
Eロ)

及
び
州
租
税
委
員
会

(
ω
g
g
寸
自
の

0
5
5
5
-
S
)
へ
継
続
的
に
訴
え
た
が
、
救
済
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
教
会
は
、
ミ
ズ

リ
l
州
憲
法
第
一

O
条
第
六
節
及
び
同
規
定
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
州
法
(
聞
広
斗
・
5
0
(
(
印))』
ω
O
冨

o
z
g
)基
づ
い
て
、
右
教

会
所
有
の
財
産
は
「
も
っ
ぱ
ら
宗
教
上
の
礼
拝
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
従
価
税

(
E
S
H
O
E
B
S
H
E
-
oロ)
の
免
除
を

求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。

右
州
憲
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
「
も
っ
ぱ
ら
宗
教
上
の
礼
拝
に
使
用
さ
れ
て
い
る
動
産
、
不
動
産
は
、

一
般
法
に
よ
っ
て
租
税
を
免

(
7
)
 

除
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
巡
回
裁
判
所
が
救
済
を
否
認
し
た
た
め
、
州
最
高
裁
判
所
に
上
訴
が
為
さ
れ
た
。

州
最
高
裁
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
、
原
判
決
を
容
認
し
て
い
る
。
即
ち
、
行
政
委
員
会
の
決
定
に
関
す
る
司
法
審
査
の
範
囲
は
、



一
般
に
(
行
政
)
命
令
が
「
全
訴
訟
記
録
に
碁
づ
く
十
分
立
つ
実
費
的
な
証
拠
」
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
か
否
か
に
制
限
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
件
は
、
事
実
に
搬
出
ら
し
て
(
行
政
)
委
員
会
に
よ
る
行
政
裁
量
を
含
む
事
件
で
は
な
く
、
委
員
会
に
よ
る
法
律
の
事

実
へ
の
適
用
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

麗
説
委
員
会
は
、
教
会
所
有
の
備
品
が
記
録
保
存
や
会
員
へ
の
鄭
使
物
発
送
と
い
っ
た
目
的
を
含
む
組
織
の
振
興
に
使
用
さ
れ
た
と

正
当
に
議
定
し
た
。
上
訴
人
の
宗
教
の
本
質
に
関
し
て
、
者
委
員
会
は
、
上
訴
人
は
組
織
化
さ
れ
た
宗
教
(
号

m
g
x
a
可
申
口
径

g〉

と
し
て
の
装
飾
や
装
具
を
備
え
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
あ
る
宗
教
的
意
味
合
い
を
持
つ

つ
の
応
用
さ
れ
た
も
の
の
考
え
方

(
静
岡
M

P
窓口
a
u
vい目。由
OMVS)
で
あ
り
、
至
高
の
存
在

(
ω
名
2
5∞
∞
∞
夜
間
円
)
へ
の
礼
拝
に
舟
け
ら
れ
る
と
い
う
ま
で
に
友
ん
で
い
な

アメリカ会衆閣における「新宗教運動Jとf信教の自由J(旗印}

い
と
認
定
し
た
。
問
委
員
会
は
、
財
産
所
有
者
に
と
っ
て
そ
の
財
巌
が
も
っ
ぱ
ら
礼
拝
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
る
た
め

に
は
、
更
高
の
存
在
へ
の
礼
祥
に
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
が
必
饗
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
更
に
お
委
員
会
は
、

一
つ
の
応
用
さ
れ
た
宗
教
的
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な
も
の
の
考
え
方
〈
話
芸
1
3
a
円冊目いぬい
0
5
M
M
Z
o
m
oち
之
は
、
免
税
臼
約
に
と
っ
て
諜
教
的
礼
持
に
向
け
ら
れ
る
組
穂
先
さ
れ
た

宗
教
と
尚
一
で
は
な
い
、
と
結
論
し
て
い
る
。
次
に
、
者
委
員
会
は
、
上
訴
入
所
有
の
動
産
は
、
ぞ
れ
故
に
、
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
或
い

は
北
総
務
的
自
悼
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
立
4

証
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
敢
に
、
能
価
税
を
控
除
さ
れ
得
な
い
と
判
断
し
た
の
で

あ
る
0

・
石
議
員
会
は
、
「
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
礼
拝
に
使
用
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
制
定
法
上
延
び
憲
法
上
の
用
語
は
、
「
一
つ
の
宗
教
的

意
味
合
い
・
を
持
つ
賂
局
さ
れ
た
も
の
の
考
え
方
」
以
上
の
も
の
を
必
要
条
件
と
す
る
と
決
定
し
、
法
律
京
ぴ
憲
法
は
、
更
高
の
存
在
へ

の
信
仰
抑
及
び
帰
依
を
要
求
し
て
い
る
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。

宗
教
的
礼
拝
と
い
う
周
請
は
、

一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
意
味
に
お
い
て
、
必
要
最
小
浪
度
、
森
羅
万
象
の
東
高
の
存
在
へ
の

般
に
、
宗
教
上
の
礼
拝
は
、
一
史
上
者
に
は
ら
わ
れ
る
祈
祷
、
崇
敬
、
忠
誠
攻
ぴ
愛
慕
に
よ
っ
て
示

(
9〉

判
。
れ
、
祈
祷
や
そ
の
他
至
上
者
の
意
思
に
よ
っ
て
宗
教
的
導
き
を
退
及
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。

信
仰
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
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上
訴
人
は
、

一
九
五
七
年
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
接
訴
審
が
判
決
を
下
し
た

MSMM04司
掛

v
q
a
F
5
8い
け
可
タ
の

o
g
q
o州
〉
日
々

s
a
E
-
3
M
m
M
Y
M仏
留
品
〈

Z
S
γ
)
を
証
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
右
事
件
は
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
に
議
づ
き
組
織
さ
れ
た
非

営
利
法
人
、
出
口
04弔
吾
芯
O
刷
出

MMg富
山
与
が
寸
i
ク
ラ
ン
ド
に
所
有
す
る
不
動
躍
に
つ
い
て
の
免
税
を
、
お
財
産
は
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
憲
法
第
一

一
条
第
一
一
/
二
節
に
い
う
「
唯
一
且
つ
も
っ
ぱ
ら
宗
教
上
の
礼
拝
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
申
し
立

て
た
事
件
で
あ
る
。
宗
教
と
い
う
用
語
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
開
裁
判
所
は
、
右
概
念
に
神
又
は
軍
高
の
存
在
へ
の
倍
梅
を
含
ま

せ
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
同
裁
判
所
は
、
車
砲
の
存
在
へ
の
鑓
仰
又
は
無
錯
綜
と
い
う
こ
と
は
誤
っ
た
要
因
そ

取
り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
免
税
法
に
お
け
る
苫
邪
教
い
又
は
「
宗
教
的
」
と
い
う
態
語
の
適
切
な
解
釈
は
、
問
題
と
な
る
信

仰
が
有
神
論
的
か
無
神
論
的
か
へ
の
い
か
な
る
論
及
を
も
伴
う
べ
き
で
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗
教
に
は
、
付
、
必
ず

し
も
超
邑
然
的
力
に
つ
い
て
普
及
し
て
い
な
い
槍
備
、

ω、
公
黙
と
信
仰
を
表
明
す
る
集
部
で
生
活
ナ
る
間
体
を
含
む
カ
ル
ト
〈
鈴
口
B
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色
付
)
、
目
、
信
仰
に
対
す
る
忠
誠
か
ら
必
然
的
に
生
ず
る
道
徳
的
実
践
体
系
、
輔
、
信
備
の
教
義
を
選
法
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
カ

ル
ト
内
の
組
織
、
が
数
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
〈
H
P
5
色
5
G

か
か
る
竣
綾
な
概
念
の
下
で
は
、
有
神
論
的
基
礎
づ
け
を
も
た
な
い
道
徳
原
還
を
犠
奉
す
る
組
織
ま
で
も
が
免
税
の
地
位
を
選
択
し

得
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
法
廷
は
、
か
か
る
意
味
を
ミ
ズ
リ
i
州
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
辺
一
市
教
的
礼

祥
」
と
い
う
表
現
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
は
費
成
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
当
法
難
は
、
憲
法
第
一

O
条
第
六
蹄
及
び
右
規
定
に
基
づ
い

〈

閉

山

)

て
制
制
定
さ
れ
た
州
法
は
、
最
小
践
の
要
求
と
し
て
「
至
高
の
存
在
」
へ
の
信
抑
を
表
現
し
て
い
る
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

(2) 

回
数
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
事
例



(U) 

冨
色
ロ
包
円

4
・4
o
n

本
件
は
、
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
五
つ
の
公
立
高
等
学
校
で
選
択
科
目
と
し
て
週
四
l
五
日
、
世
界
計
画
執
行
委
員
会
(
当
日
E

E
S
回
一
回
目

2甘
い

40
凸

ogn己
)
が
専
門
的
に
訓
練
し
た
教
師
に
よ
っ
て
「
創
造
的
知
性
の
科
学
l
超
越
膜
想
(
∞
丘
8
8
0同

Q
S立
話

日
ロ
窓
口
前
8
8
E
P
S
2
8皆
ロ

E-
冨
邑

E
E
o
p∞
臼
/
↓
冨
)
が
一
九
七
五

1
七
六
学
年
度
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
国
教
禁
止
条
項
に

反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
世
界
計
画
執
行
委
員
会
の
目
的
は
、
全
米
に

S
C
I
/
T
M
の
教
え
を
普
及
す
る
に
あ
る
。

使
用
さ
れ
る
教
科
書
は
、

s
c
I
の
創
始
者
、
イ
ン
ド
人

M
・
M
-
ヨ
ギ
(
冨
喜
号
泣
E
宮
島
g
F
4
0
E
)
に
よ
っ
て
詳
し
く
説
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
純
粋
な
創
造
的
知
性
」
は
生
命
の
基
礎
で
あ
り
、

T
M
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
生
徒
は
自
ら
の
生
命
の
潜
在
能

アメリカ合衆国における「新宗教運動」と「信教の自由J(藤田)

力
を
知
覚
し
得
る
と
説
い
て
い
る
。

T
M
の
実
践
の
本
質
は
、
真
言
で
あ
り
、
個
々
の
旗
想
者
は
他
の
人
に
は
決
し
て
啓
示
さ
れ
な
い
自
分
特
有
の
真
言
を
呈
し
て
お
り
、

自
ら
の
真
言
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
膜
想
者
は
S
M
U
g
-
9
3

と
呼
ば
れ
る
儀
式
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

s
c
I
/
T
M

コ
ー
ス
に
参
加
す
る
全
生
徒
は
、

コ
ー
ス
の
一
部
と
し
て
=
宮
古
ョ
に
出
席
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
。

2
M
M戸

HE--
は
、
教
師
に
よ
っ

て
個
々
の
生
徒
に
個
人
的
に
執
り
行
な
わ
れ
、
日
曜
日
に
校
外
で
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
は
、
果
物
、
花
、
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
持
参

す
る
よ
う
要
請
さ
れ
、

R
M
M
g
Y
3

の
問
、
生
徒
は
テ
ー
ブ
ル
の
前
に
立
っ
か
座
る
か
を
し
、
そ
の
問
教
師
は
題
目
を
唱
え
、
神
聖
視
さ

れ
る

E
Q
号
ロ
ロ
043
に
奉
納
し
て
い
る
。

連
邦
地
方
裁
判
所
は
、

s
c
I
/
T
M
コ
1
ス
は
修
正
第
一
条
の
下
で
宗
教
活
動
に
当
た
る
と
し
、

s
c
I
/
T
Mを
公
立
学
校
で

(ロ)

教
え
る
こ
と
は
国
教
禁
止
条
項
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
そ
こ
で
、
世
界
計
画
執
行
委
員
会
が
、
上
訴
し
た
。

第
三
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
原
判
決
を
容
認
し
、

s
c
I
/
T
M
は
宗
教
に
該
当
す
る
と
し
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
を
準
用
し
、

(ロ)

国
教
禁
止
条
項
違
反
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
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間
意
意
見
の
中
で
ア
ダ
ム
ス
判
事
は
、

s
c
I
/
T
Mを
次
の
よ
う
に
議
ぺ
、
宗
教
守
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。
郎
ち
、

T
M
は、

ぞ
れ
自
体
、
「
究
極
的
」
意
味
を
伴
わ
な
い
、
主
と
し
て
気
描
滑
ら
し
又
は
精
神
集
中
の
技
法
で
あ
る
と
抗
弁
さ
れ
得
る
が
、
本
件
学
習

課
程
は

T
M
の
み
の
諜
程
で
は
な
く
、

s
c
I
の
課
程
が
入
っ
て
い
る
。

s
c
I
は
、
訴
訟
記
録
と
し
て
提
出
さ
れ
た
教
科
書
に
よ
れ

ば
、
全
て
の
講
義
と
向
上
の
基
礎
に
あ
り
、
実
際
、
「
万
物
の
基
礎
」
で
あ
る
。

T
M
は
、
「
精
神
の
安
心
立
命
」
を
成
就
す
る
よ
う
、

生
命
力
を
身
に
付
け
る
手
段
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

s
c
I
は
、
か
か
る
安
心
立
命
を
提
供
す
る
。
蓑
し
、
そ
れ
は
、
「
限
界
な
き

幸
福
の
場
」
で
あ
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
作
用
し
、
季
第
の
変
化
、
チ
ョ
ウ
の
現
と
い
っ
た
多
様
な
場
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
る
広
い
範
囲
に
鼠
る
根
本
的
生
命
力
が
「
究
極
的
関
心
定
日
付
吉
伸
け
冊
口
8
8
5と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
問
問
題
誼
さ

れ
得
な
い
。
ぞ
れ
は
、
生
命
及
び
天
地
ぞ
れ
自
体
の
基
礎
と
し
て
カ
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

s
c
ー
は
、
天
地
と
人
間
の
本
質
、
字
密
を
支
え
る
力
、
限
界
な
き
幸
福
へ
の
選
に
粛
し
て
の
答
え
を
畿
供
し
て
い
る
。
ぞ
れ
は
、

-154ー

幾
つ
か
の
操
教
と
陪
様
、
程
畏
的
で
は
な
い
|
慨
も
え
誌
、
ぞ
れ
は
、
完
全
又
は
絶
対
的
道
纂
律
を
包
摂
し
て
い
な
い

i
が
、
ぞ
れ

に
も
拘
ら
ず
、
何
等
か
の
特
裂
の
法
界
観
成
い
は
基
礎
と
な
る
信
錦
体
系
と
は
関
連
の
な
い
誕
立
し
た
理
論
の
示
唆
を
鵠
議
す
る
に
十

分
飽
摂
的
で
あ
る
。

s
c
I
/
T
M
は
、
完
全
な
る
自
己
実
現
の
方
法
と
宇
宙
の
基
礎
そ
な
す
実
在
と
の
一
致
の
方
法
を
提
供
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
究
極
的
「
真
濯
」
に
つ
い
て
の
主
張
を
機
示
し
て
い
る
も
の
と
現
解
さ
れ
得
る
。

か
か
る
結
論
は
、

s
c
z
/
T
M
の
公
式
儀
式
及
び
体
系
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
組
織
化
さ
れ
た
襲
戦
者
成
い
は
結
婚
、
機
葬
等

の
缶
統
的
犠
式
が
帯
悲
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
訴
訟
記
鎌
上
、
在
拠
は
存
在
し
な
い
が
、
議
練
さ
れ
た
教
師
や
信
仰
普
及
の
為
の
組
織

が
存
悲
し
て
い
る
。
ま
た
、
真
替
の
~
伝
達
と
関
連
す
る
お
官
官
ョ
と
い
う
儀
式
が
存
在
す
る
。

s
c
z
/
S
M
は
、
有
神
論
の
宗
教
で

は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
宗
教
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
ぞ
れ
自
体
、
他
京
教
と
同
様
、
究
極
的
真
理
の
追
及

(
刊
日
〉

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。



(3) 

監
猿
規
賠
を
め
ぐ
る
事
関

〈

H
H
)

〉

p
u
h
W
4斗
g
o
o
g
g
s
d
q
g
z
y
o同
皆
吉
田
1
4
S
3

法
廷
意
見
安
述
べ
た
第
一
ニ
巡
阻
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
事
ア
ダ
ム
ス
は
、
絶
対
平
和
、
自
然
へ
の
田
制
服
及
ぴ
欽
食
物
を
生
鮮
食
料
品

に
限
る
必
要
性
を
提
じ
て
い
る
「
ム

i
プ
〈
認
。
〈
出
〉
」
と
名
付
け
ら
れ
た
在
監
者
組
織
を
「
根
本
的
、
究
緩
的
関
題
」
、
「
総
合
性
」

〈
刊
日
)

及
び
「
体
系
的
特
賞
」
の
一
二
つ
の
判
断
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
し
て
修
正
第
一
条
に
い
、
ユ
示
教
に
該
当
し
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

アメリカ合衆国におけるf新宗教運動jとr{語教の自由j(重量悶)

間
判
事
は
、
盟
難
な
間
諜
に
覆
面
し
た
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
た
と
え
第
一
の
基
準
は
満
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
審
理
は
覆
さ

れ
な
い
と
す
る
。
叢
し
、
間
判
事
は
、
巧
広

S
E
5
4民
主
将
(
品
c
o
d
-
伊
諮
問
)
で
連
邦
最
高
裁
判
所
が
た
と
え
根
本
問
題
に
解
答

-155-

かを
ら与
でえ
ある
る儲
と念
判で
示あ
しっ
てた
い〈と
るさし
。て

邸主
、そ

?2 
Z革
の長

信苓
念に
l宅対

3E 
マ位
ン盆b

警き
ょぞ
っ h

長支
か iス
2普
深九

f雲
湾言 ト

教議
的護
緩怠
譲れ
とで
しミ 訟ミ

うな
よい

り
も
、
多
数
人
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
現
代
の
器
俗
的
側
値
に
対
す
る
ソ
!
ロ
!
の
控
否
に
類
似
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

(4) 

「
洗
脳
」
、
「
強
制
説
得
」
を
め
ぐ
る
事
関

〈
刊

U
)

宗
G
H
r
0
4
・
mCMM可
切
な
弘
仲
〉
明
聞
が
・
同
，

S
C
E
m
g己
o
m

弁
護
士
を

B
指
し
て
い
た
デ
ビ
ッ
ド
・
モ
ル
コ

(
む
ミ
広
認
O
H
W
O
)

当
時
二
人
歳
は
、
カ
ル
フ
分
ル
ニ
ア
州
で
一
九
七
九
年

月

統
一
協
会
に
入
会
し
、
同
年
四
月
に
は
協
会
へ
六
千
ド
ル
の
ム
寄
付
金
金
行
う
ま
で
の
活
動
家
に
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
七
月
、
弁
護
士



祭教法第14号(1音寺5)

資
格
取
得
試
験
最
終
日
、
二
人
組
に
強
制
的
に
誘
抑
制
さ
れ
、
信
仰
を
捨
て
る
よ
う
説
得
さ
れ
、
協
会
と
の
繋
が
り
は
そ
の
時
点
で
終
了

l
v

ト~。学
生
ト
レ
!
シ

i
・
リ
ー
ル

3
3ミ
ピ
包
)
当
時
一
九
歳
は
、

一
九
七
九
年
六
月
統
一
議
会
に
入
会
し
、
間
年
九
月
か
ら
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
募
金
活
動
に
能
事
し
て
い
た
が
、

一
O
丹
、
市
内
の
通
り
で
一
肉
親
に
濯
わ
れ
た
人
物
に
誘
拐
さ
れ
借
抑
棄
嘗
乞
説
得
さ
れ
、

一
人
と
も
、
物
理
的
に
拘
束
さ
れ
た
事
実
も
、
集
団
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
事
実

協
会
と
の
繋
が
り
は
そ
の
時
点
で
終
了
し
た
。
尚
、

も
存
在
し
な
い
。

…
九
八

O
年
七
月
、

人
は
、
入
を
欺
く
巧
み
な
方
法
を
用
い
て
統
一
協
会
へ
入
会
す
る
よ
う
勧
誘
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
主
張
し
、

詐
欺
、
情
緒
的
苦
痛
を
故
意
に
加
え
ら
れ
た
と
し
て
不
法
歎
禁
(
同
氏
怒

5
6江
田
容
H
U
S
C
を
環
由
に
本
件
損
替
賠
跡
調
請
求
の
訴
え

(
叩
岬
)

を
提
起
し
た
。
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カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
は
、

一
九
八
六
年
、
原
告
主
張
の
「
精
神
操
作
い
の
証
拠
は
憲
法
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と

創
設
不
し
、
原
告
敗
訴
の
判
決
を
下
し
て
い
る
α

〈

i
)
詐
欺
と
鵠
り
!
心
理
学
者
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
事
シ
ン
ガ
ー
ま
母
音
色

ω主
主
は
、
次
の
よ
う
に
証
書
し
て
い
る
。
統

一
協
会
の
募
集
者
漉
は
、
新
会
畏
か
ら
自
ら
の
自
由
意
思
と
判
断
を
喪
失
す
る
と
こ
ろ
ま
で
取
り
巻
く
と
い
う
「
社
会
的
影
響
力
あ
る

組
隷
的
操
作
(
担
当
芯
自
主
い
の
白
雲
山
富
山
伊
尽
き
え
妥
時
間
0
0日

&
5
2
5
m
g
)
」
、
い
わ
ゆ
る
「
枕
瀦
い
に
携
わ
っ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ー

は
、
詐
欺
的
軒
為
が
本
件
原
告
の
調
者
の
募
集
に
あ
り
、
ニ
入
の
心
理
的
監
禁
は
統
一
協
会
に
よ
っ
て
剥
用
さ
れ
る
組
蟻
的
な
も
の
の

典
壌
で
あ
り
、
詞
協
会
の
甚
だ
し
く
洗
練
さ
れ
た
教
化
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
結
果
と
し
て
二
人
は
自
己
の
意
思
と
判
断
を
働
か
せ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
詐
欺
的
に
募
集
怒
れ
た
と
い
う
事
実
に
対
馬
で
き
な
く
な
っ
た
と
証
脅
し
て
い
る
。
ま
た
、
精
神
科
髭
サ
ミ
ユ
エ
ル
・

ベ
ン
ソ
ン

(ωmgg冊
目
切
吉
窓
口
)
は
、
統
一
協
会
や
そ
の
他
の
カ
ル
ト
が
科
用
す
る
方
法
は
毛
沢
東
の
下
で
中
国
共
産
党
が
採
用
し



{
M
M
)
 

た
方
法
に
実
費
的
に
類
似
し
て
お
り
、
モ
ル
コ
と
り
1
ル
は
議
会
を
立
ち
去
る
判
断
能
力
安
喪
失
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
募
集
者
が

採
っ
た
方
法
の
結
果
と
し
て
情
緒
的
苦
痛
を
加
え
ら
れ
て
い
た
と
統
醤
し
て
い
る
。

原
告
ら
は
、
協
会
員
に
阪
さ
れ
て
入
会
し
た
と
主
強
し
て
い
る
。
官
一
欝
証
言
の
際
の
原
告
ら
の
証
一
首
を
参
考
に
し
て
予
審
法
難
は
、

入
会
に
襟
し
て
原
告
ら
は
偶
人
的
に
感
得
し
て
い
た
心
配
や
不
安
が
解
消
し
た
の
で
集
団
に
加
入
す
る
こ
と
に
詞
意
し
た
の
で
あ
り
、

ま
た
原
告
ら
が
「
当
該
集
鴎
は
続

協
会
の
一
部
分
で
あ
る
と
知
っ
た
時
に
立
ち
去
ろ
う
と
思
え
ば
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
そ

う
し
な
か
っ
た
し
、
そ
う
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
原
告
ら
が
正
式
の
入
会
と
は
輿
係
の
な
い
理
由
で
当
該
集
関
に

入
会
し
た
」
と
い
う
誌
設
は
採
用
さ
れ
る
が
、
「
涼
告
を
止
ま
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
た
の
は
彼
ら
が
入
会
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

アメリカ合衆2患におけるf遺骨宗教運動jとf信教の寝泊J(膝W)

た
た
め
マ
は
な
い
こ
と
が
療
情
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
」
と
設
定
し
て
い
る
。

原
告
側
専
門
家
の
科
学
的
予
見
は
、
統

協
会
の
教
義
と
協
会
演
を
支
配
し
て
い
る
獲
性

(
m
w
狂
言
丘

5
2
3
)
と
い
う
宗
教
的

E
H
 

側
面
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
専
門
家
提
出
薮
拠
は
原
告
ら
自
俸
の
宣
誓
謙
一
習
を
無
読
し
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
原
告

ら
の
立
場
と
一
致
し
な
い
。
票
総
悶
ら
は
、
統

協
会
の
準
教
的
儒
念
の
誠
実
牲
を
露
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
伎
の
協
会
員
と
問
機
に

心
か
ら
穏
仰
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
更
に
は
、
原
告
ら
は
実
際
上
入
会
の
擦
の
協
会
員
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
不
正
確
な

説
明
に
宗
教
的
特
起
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
予
審
法
援
は
、
専
門
家
の
よ
記
意
見
受
採
用
し
得
た
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
結

論
に
制
到
達
す
る
為
に
は
統
一
協
会
の
宗
教
的
教
義
の
真
性
及
び
道
理
念
開
題
と
し
、
審
理
せ
ず
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
守
あ
っ
て
、

か
か
る
審
理
は
、
憲
法
が
禁
止
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

原
告
ら
が
、
暴
力
的
脅
迫
又
は
そ
の
他
の
不
法
行
為
に
よ
り
協
会
に
加
入
し
、
止
ま
る
よ
う
勧
誘
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
は
存
在
せ
ず
、

ま
た
主
張
も
さ
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
当
法
離
に
は
、
精
神
衛
生
の
専
門
家
に
よ
っ
て
鴎
家
が
育
法
的
手
続
を
過
し
て
介
入
し
、

賞
任
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
公
共
の
安
全
、
平
和
或
い
は
秩
序
に
た
い
す
る
実
質
的
脅
威
が
京
さ
れ
て
は
い
な
い
。
か
か
る
状
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況
下
に
於
い
て
賞
授
を
課
す
こ
と
が
で
き
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
全
て
の
離
反
し
た
儒
者
は
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
「
読
魁
」
さ
れ
た
と

主
張
す
る
訴
訟
を
擬
飽
す
る
こ
と
が
可
穏
と
な
り
、
ま
た
裁
判
所
は
、
発
信
者
の
う
ち
だ
れ
が
真
の
一
信
仰
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
ま
た

だ
れ
が
「
精
神
操
作
」
を
受
け
た
か
の
決
定
に
興
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
修
正
第
一
条
に
栢
反
す
る
絡
楽
に
繋
が

(
鈴
)

る
と
言
わ
さ
る
そ
得
な
い
。

っ
と
故
意
の
情
緒
的
苦
痛
i
涼
告
ら
は
、
被
告
の
偽
り
の
説
示
と
精
神
操
作
に
よ
っ
て
情
緒
的
苦
痛
を
被
っ
た
と
主
張
し
、

念、

か
る
主
張
・
そ
主
と
し
て
ベ
ン
ソ
ン
の
証
言
に
依
存
し
て
い
る
。
証
拠
及
び
予
審
法
難
の
認
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
原
傍
ら
は
統
一

協
会
に
入
会
し
、
そ
の
欝
喜
々
が
経
験
し
て
得
て
い
た
自
己
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
べ
く
会
員
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
撞
会
に
入

会
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
或
い
は
説
会
を
妨
げ
ら
れ
た
と
い
う
十
分
な
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
逆
に
、
原
告
ら
は
非
協
会
震
と
自
由
に

連
絡
を
取
り
続
け
、
協
会
と
の
期
間
係
を
断
ち
切
り
、
そ
の
教
義
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
原
告
ら
を
募
集
し
教
化
す

158-

る
の
に
用
い
ら
れ
た
手
法
は
、
実
質
的
に
繊
の
組
織
が
使
用
し
て
い
る
そ
れ
と
変
わ
り
な
く
、
非
道
な
る
行
為
の
強
制
的
要
素
だ
と
い

う
ほ
ど
に
不
当
な
も
の
で
も
社
会
的
寛
容
の
域
安
輯
え
る
も
の
で
も
な
い
。
獲
に
、
原
告
ら
が
訴
え
て
い
る
脅
威
は
、
神
の
応
報
(
去

t
s
g常時
z
t
o
m〉
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
か
か
る
脅
威
は
勿
論
統
一
協
会
に
数
特
の
も
の
で
は
な
い
が
、
修
正
第
一
条
に
よ
っ
て
保

臨
縛
さ
れ
、
情
緒
的
苦
痛
安
故
意
に
怒
え
ら
れ
た
と
い
う
主
張
の
根
拠
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
〈
見
よ
、
予
選
回
叩
吋
叫
出
y
o
号
同
日
目
喜
子

言
明
ロ
ω・
均
〈
話
器
)
一
〈
g
m
o
v
a
n
W
4
b
Z
2
Y
丸
山
山
口
広
三
OHO唱
え
の
か

γ阿
mo--mgHYω
話回
M

・M
M

窓
口

ss・
-
も
し
か
か
る
種

類
の
脅
威
・
を
稜
自
に
訴
訟
提
起
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
苅
健
審
に
よ
る
宗
教
関
体
に
対
す
る
訴
訟
は
際
離
の
な
い
、
そ
し
て
手
の

〈幻〉

つ
け
よ
う
が
な
い
ほ
ど
に
拡
が
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
る
結
果
は
、
修
正
第
一
条
の
欝
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

(
…
…
出
)
不
法
監
禁
!
原
告
ら
は
、
ザ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
内
の
様
々
な
場
所
に
不
法
に
監
禁
さ
れ
た
と
し
、

か
か
る
不
法
監
禁
は
麗

告
ら
及
び
家
族
へ
の
危
害
の
脅
威
、
瞬
間
制
の
剥
奪
及
び
精
神
操
作
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。



し
か
し
、
予
審
法
娃
は
、
原
告
ら
は
決
し
て
物
理
的
に
拘
束
又
は
監
禁
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
認
め
て
お
り
、
通
例
理
解
さ
れ
る
よ

う
な
不
法
監
禁
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
。
事
実
、
モ
ル
コ
は
、
監
禁
さ
れ
て
い
た
と
主
援
す
る
時
期
、
弁
護
士
資
格
取
得
コ
ー

ス
に
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
唯
一
原
告
ら
が
依
拠
す
る
証
拠
は
、
精
神
操
作
に
関
す
る
前
記
一
一
人
の
専
門
家
の
安
審
荘
一
密
で
あ
る
が
、

(
判
的
〉

既
述
し
た
よ
う
に
、
本
件
に
於
い
て
こ
れ
を
掠
用
し
得
な
い
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
あ
っ
た
と
し
て
、

一
郁
容
認
、

一
九
八
八
年
、
本
件
上
訴
に
対
し
て
「
詐
欺
と
偽
り
」
、
「
故
意
の
情
緒
的
苦
痛
」

(
お
)

一
部
破
棄
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。

し
か
し
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、

〈

i
)
は
じ
め
に
、
韓
訴
審
判
決
は
、
シ
ン
ガ
ー
と
ベ
ン
ソ
ン
の
宣
誓
龍
一
言
の
採
濁
は
、
憲
法
修
正
第
一
条
に
規
定
す
る
宗
教
の
自

アメザカ会費韓国におけるf新長義教遂動jとf信教の鼠自J(藤阪)

自
な
活
動
条
項
の
下
で
禁
止
さ
れ
た
審
査
の
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
と
判
示
し
て
い
る
が
、
第
一
に
、
当
法
定
は
、
正
確
な
パ

l
ス
ベ
ク

テ
イ
プ
で
憲
法
論
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
控
訴
審
は
、
モ
ル
コ
と
り
1
ル
の
主
議
は
、
シ
ン
ガ
ー
と
ベ
ン
ソ
ン
の
註
一
穫
に
全
面

一159-

的
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
控
訴
審
は
、
そ
の
論
議
を
一
社
替
の
容
認
が
修
正
第
一
条
に
祇
触
す
る
か
杏
か
の
点
か
ら

組
み
立
て
て
い
る
。
当
法
廷
は
、
連
邦
及
び
州
憲
法
の
下
で
向
…
の
争
点
に
辿
り
着
く
が
、
当
法
廷
は
証
一
習
の
点
か
ら
で
は
な
く
、
洗

楢
理
論
ぞ
れ
自
体
の
点
か
ら
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ー
と
ベ
ン
ソ
ン
の
証
脅
は
、
原
告
ら
主
張
の
洗
脳
理
論
に
科
学
的
根
拠

そ
提
供
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
当
一
法
廷
は
、
基
本
的
主
張
は
原
告
ら
自
身
の
笠
誓
証
言
の
中
で
詳
細
臓
に
逮
べ
ら
れ
て
い
る
と
認
定
す
る

も
の
マ
あ
る
。
放
に
、
低
に
証
震
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
排
除
は
、
正
式
な
事
実
審
理
一
を
綾
な
い
で
な
さ
れ
る

{泌〉

判
決
(
出
口
8
8
2
uニ
邑
m阿
部

g
z
C
の
自
的
の
為
に
洗
騒
の
主
張
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

守
口
)
次
に
、
州
最
高
裁
は
、
宗
教
の
臨
出
な
活
動
条
墳
を
め
ぐ
る
「
厳
格
審
査
規
準
ヘ
つ
ま
り
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
鮒
の
利
益
テ

ス
ト
」
を
展
開
し
、
本
件
に
右
テ
ス
ト
を
適
思
し
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
統
一
協
会
の
詐
欺
は
、
表
題
上
は
世
俗

的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
「
宗
教
的
信
念
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
勺
こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
協
会
の
虚
偽
の
棟
述
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が
政
府
の
規
鱗
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
そ
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ぞ
れ
は
、
か
か
る
規
制
腕
が
憲
法
上
の
厳
格
審
査
に
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
件
訴
訟
は
、
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
部
外
者
を

l
教
会
の

1

高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
環
境
に

引
き
入
れ
る
た
め
、
虚
偽
に
陳
述
を
為
し
、
或
い
は
、
教
会
と
の
問

牲
を
轄
す
と
い
う
教
会
の
滋
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か

る
活
動
は
、
そ
れ
島
体
「
信
念
い
で
は
な
く
、
社
会
保
護
の
た
め
に
規
制
に
服
す
活
動
で
あ
る
。

詐
欺
的
な
新
会
員
募
集
活
動
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任
は
、
宗
教
団
体
に
対
し
て
実
質
的
負
担
を
諜
す
も
の
で
は
な
い
。
詐
歎
に
よ

る
費
怪
に
回
線
‘
せ
し
め
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
方
法
或
い
は
毅
度
に
お
い
て
も
協
会
の
会
員
が
彼
ら
の
家
教
的
共
荷
体
を
営
み
、
自
ら
翠

む
よ
う
礼
押
し
、
書
物
を
販
売
し
、
配
布
し
、
通
り
で
改
宗
さ
せ
、
資
金
を
勧
誘
し
、
或
い
は
文
鮮
明
の
メ
ッ
セ
;
ジ
会
人
々
に
保
連

{お〉

す
る
こ
と
を
妨
げ
、
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
…
忠
次
に
、
か
か
る
不
法
符
為
責
任
を
課
す
こ
と
に
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州
の
科
益
が
存
寂
す
る
か
否
か
が
判
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
当
法
廷
は
、
協
会
の
詐
欺
的
宥
為
が
提
供
す
る
「
公
共
の
安
全
、
平
和
或
い
は
秩
序
」
へ
の
実
質
的
脅
威
が
あ
る
と
認
定
す

る
こ
と
に
何
等
の
困
難
性
も
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
強
制
説
得
を
体
験
す
る
幾
人
か
の
個
人
は
、
無
欝
マ
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
人
は
、

し
く
立
つ
持
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
肉
体
的
、
心
理
的
援
乱
を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
精
神
分
裂
症
、

自
己
損
傷
及
び
底
殺
行
為
に
も
結
び
付
く
の
で
あ
る
。
州
は
、
そ
の
市
誌
が
か
か
る
潜
在
的
に
危
険
な
プ
ロ
セ
ス
に
歎
か
れ
て
気
づ
か

な
い
う
ち
に
陪
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
を
明
ら
か
に
有
し
て
い
る
。

故
に
、
入
を
欺
く
改
宗
活
動
に
対
す
る
不
法
行
為
寅
佳
は
、
統
一
協
会
の
宗
教
の
白
痴
な
活
動
に
ぎ
り
ぎ
り
の
員
招
胞
を
課
す
も
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
か
る
負
担
は
、
部
門
意
し
て
い
な
い
個
人
を
強
制
関
税
制
狩
の
場
に
詐
欺
的
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
公
共

の
安
全
、
平
和
及
び
秩
序
に
対
す
る
実
質
的
脅
威
か
ら
傭
人
及
び
家
族
を
保
護
す
る
こ
と
に
有
す
る
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州
の
制
約
援
に
よ
っ

〈
お
)

て
正
当
化
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。



本
判
決
に
従
え
誌
、
宗
教
語
体
の
会
員
が
改
宗
さ
せ
る
窓
側
四
を
持
っ
て
人
に
近
づ
き
、
真
の
意
関
を
伝
え
な
か
っ
た
場
合
、
い
か
な

る
場
合
に
も
裁
判
所
が
宗
教
師
体
の
寅
告
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
判
断
基
準
に
従
え
ば
、
教
会
は
、
十
代
の
会
長

が
改
宗
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
て
友
人
を
日
曜
日
の
奉
仕
諮
動
に
誘
っ
て
も
寮
住
が
認
定
さ
れ
得
る
可
龍
性
が
で
て
く
る
と
替
わ
ぜ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
倒
最
高
裁
判
決
の
究
棟
的
効
果
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
よ
る
改
宗
活
動
の
規
制
に
あ
る
友
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か

る
慨
に
よ
る
改
宗
規
制
は
、
新
旧
含
め
て
会
宗
教
間
体
に
影
響
を
与
え
る
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
子
渉
と
な
る
。

更
に
は
、
判
決
は
、
共
に
祈
祷
し
、
神
学
を
学
び
、
膜
想
し
、
歌
を
歌
い
、
或
い
は
講
義
を
開
く
と
い
っ
た
宗
教
活
動
に
通
例
伴
う

日
市
動
を
も
「
強
制
説
得
」
に
な
る
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
権
利
侵
害
と
は
な
ら
な
い
改
宗
活
動
ま
で
が
不
法
行

アメリカ合衆国におけるf新宗教護動」とf信教の自由J(君事国)

為
貨
を
を
お
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

獲
に
、
A
M
m

衆
留
地
方
裁
判
所
で
最
近
争
わ
れ
た
一
一
つ
の
事
件
に
お
い
て
、

マ
i
ガ
レ
ッ
ト
・
シ
ン
ガ
ー
の
説
く
洗
脳
理
論
は
諜
用
さ

-161ー

れ
て
い
な
い
。

(幻〉

第
一
の
事
件
は
、
口
口
い
け
部
内
山
∞

g
g出
4
・自由

HMnき
で
あ
る
。
郵
便
を
控
用
し
て
の
詐
欺
で
起
訴
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
!
教
会

の
会
員
が
、
シ
ン
ガ

i
と
社
会
学
者
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
オ
フ
セ
(
同
訟
の
吉
弘

O
佐
野
)
の
説
く
洗
腿
理
論
に
蕪
づ
き
、
当
該
行
為
の
療
に

サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
洗
膳
に
よ
る
無
能
力
状
態
に
あ
っ
た
と
し
、
心
神
授
失
・
を
主
張
し
た
の
し
か
し
、

一
九
九

O

一
月
、
連
邦
地
裁
は
、
「
宗
教
的
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
強
制
説
得
に
関
す
る
シ
ン
ガ
ー
及
ぴ
オ
フ
セ
の
理
論
は
、
A
M

口
衆
揮
の

裁
判
所
に
お
い
て
M

証
拠
と
し
て
有
効
と
語
め
ら
れ
る
ま
で
に
十
分
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。

〈
制
的
〉

第
二
の
事
件
は
、

R
S
M
M
E爵
ケ
4

・t
々
。
吋
日
仏
泣
き
肘
誌
の
が
け
い
O
ロ
の

ognp口・
ω・
で
あ
る
。
本
件
は
、
観
匙
棋
想
の
前
活
動
家
が
、

自
分
は
法
制
糊
さ
れ
た
た
め
参
加
し
た
の
だ
と
し
て
超
越
膜
揺
を
訴
え
た
事
件
で
あ
る
。
事
案
審
裁
判
所
は
、
シ
ン
ガ
ー
の
洗
鱗
及
び
強

載
説
得
理
論
の
証
一
穫
を
採
用
し
た
が
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、

一
九
八
八
年
八
月
、
本
件
を
獲
に
経
拠
の
審
理
を
尽
く
す
よ
う
援
し
戻
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わ

お

り

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
多
元
主
義
は
、
植
民
地
持
代
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
最
も
顕
著
な
特
離
の
一
つ
で
あ
り
、
宗
教
の
自
由
な
活

動
を
保
障
し
、
臨
教
の
樹
立
を
禁
止
す
る
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
は
、

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
多
様
性
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
安
演
じ

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
宗
教
的
多
様
性
が
、
経
意
の
京
教
的
信
条
の
保
持
を
保
障
し
、
合
衆
国
が
自
由
で
世
俗
的
な
国
家
で
あ
る
と

い
う
概
念
形
成
に
投
立
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
教
的
多
元
主
義
は
、
自
由
と
平
等
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
寛
容
」
に
根
葦
し
た
も
の
で
は

な
い
。
修
正
第
一
条
は
、
新
拐
を
関
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
策
教
宗
祇
を
政
府
に
よ
る
攻
撃
、
侵
客
及
び
差
溺
か
ら
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
っ
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て
、
出
国
自
社
会
に
お
い
て
は
新
宗
教
は
法
の
下
で
考
察
さ
れ
、
そ
の
諾
権
利
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
下
の
平
等
は
、

人
種
、
性
腕
、
出
生
及
び
社
会
的
経
済
的
地
位
に
満
期
さ
れ
る
時
、
そ
の
他
の
市
民
的
自
由
及
び
権
利
と
開
様
、
宗
教
的
自
由
に
と
っ

〈

1
)

て
も
最
麓
婆
の
も
の
と
な
る
。

従
っ
て
、
あ
る
間
体
に
宗
教
の
良
樹
を
否
定
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
会
て
の
人
の
議
教
の
自
由
に
と
っ
て
の
脅
威
と
な
り
、
あ
る
宗
教

の
儒
奉
者
か
ら
そ
の
宗
教
的
権
創
刊
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
、
会
て
の
宗
教
の
信
奉
者
の
そ
れ
を
危
険
に
晒
す
こ
と
に
な
る
。
裁
に
、
宗
教

は
、
そ
の
教
義
が
社
会
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
或
い
は
非
伝
統
仙
別
で
あ
る
と
い
う
理
砲
に
基
づ
い
て
の
み
修
正
第
一
条
の
保
障
を
杏

山
返
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

〈

1
〉
老

0
0
2
E
M
C奪。
Z

S札
肺

訴

ぬ

き

ω陣
営
睦
言
悼

S
E
C
-
C
E
R
5
2
2詰
齢
制
胡
込
印
史
認
さ

削
山



ア
メ
ワ
カ
に
お
け
る
信
教
の
自
由
に
関
す
る
判
例
法
の
展
開

-

j

最
近
の
最
高
裁
暫
決
と
こ
れ
に
対
す
る
瀦
会
の
立
法
的
対
応
を
中
心
と
し
て

i花
見

営

帯

(
創
価
大
学

アメリカにおける後教の自由に普毒する判例法の重量測(花見}

は
じ
め
に

現
在
わ
が
聞
で
も
、
京
教
上
の
腰
部
か
ら
鶴
道
の
授
業
に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
が
尿
器
で
原
級
留
置
な
い
し
退
学
処
分
を
受
け
た

(1) 

世
間
専
の
生
徒
が
、
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
神
持
高
専
事
件
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
信
教
の
自
由
の
保
隊
範
関
の
問
題
や
こ
れ
と

-165-

政
教
分
離
涼
剣
と
の
糊
関
係
、
そ
の
際
の
違
懲
審
査
基
準
の
問
題
に
つ
い
て
の
識
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
稽
教
の
自
由
に
嗣
掬
す
る
創
刊
例
法
の
麗
関
に
つ
い
て
、
第
一
に
、

九
六
五
年
の
∞
寄
与
申
ユ
判
決
に
お
い
て
信
教
の

告
白
条
項
の
解
釈
進
中
断
と
し
て
導
入
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
の
制
作
議
テ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
か
と
い
う
点
、
第
二
に
こ
の

テ
ス
ト
を
吾
議
し
た
と
い
わ
れ
る
九
O
年
の

mH怠
吾
判
決
が
示
し
た
解
釈
準
則
、
そ
し
て
第
三
に
、
第
一
の
点
と
の
捷
漣
で
、
連
邦

議
会
の
立
法
的
対
協
を
含
め
た
、

m
g
x
v
判
決
の
評
価
の
問
題
と
い
う
一
一
一
つ
の
点
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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初
期
の
判
決

l 

初
踏
の
判
決
の
考
え
方
i
信
念
〈
げ
冊
目
い
え
)
と
行
為
広
の
け
い

g)
の
二
分
論
の
強
調

一
九
六
三
年
の

m
w
V
2
Z
5
判
決
ま
で
、
合
衆
霞
最
高
裁
判
所
は
表
現
の
告
白
条
項
に
よ
る
保
護
と
は
郡
に
、
儒
教
の
白
串
条
項
に

よ
っ
て
宗
教
的
行
為
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
‘
・
・
r
y
え
ば
、
闇
旗
敬
礼
に
関
す
る
富
市
件
に
つ
い
て
も
、
最
高
裁
は
宗
教

上
の
理
由
に
基
づ
く
、
し
た
が
っ
て
信
教
の
自
崩
条
項
を
根
拠
と
し
て
閥
旗
へ
の
敬
礼
の
強
制
は
議
嫌
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
事
件

〈

2
}

(む
O
玄
立
酔
判
決
〉
で
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
三
年
後
の
関
織
の
事
件
で
は
、
信
教
の
惑
患
の
問
題
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
成
教
的
鰭
念

(3) 

の
表
明
に
関
わ
る
議
議
の
自
由
の
間
織
と
し
て
、
違
憲
判
断
会
下
し
て
い
る
(
切
湾
出
蕊
な
判
決
)
。

こ
の
段
階
で
は
、
犠
念
(
宮
口
氏
)
と
持
為

V
n
t
oロ
)
の
一
一
分
論
i
す
な
わ
ち
、
橋
教
の
窮
鼠
条
項
は
、
内
心
に
お
け
る
宗
教
的
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憶
念
の
規
鰐
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
絶
対
に
許
さ
な
い
が
、
そ
れ
が
外
部
に
現
わ
れ
た
宗
教
的
行
為
の
規
制
に
つ
い
て
は
そ
の
躍
り
で
は

な
い
と
い
う
考
え
方
ー
が
最
潟
畿
の
判
事
た
ち
を
支
配
し
て
い
た
時
期
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

2 

国
者
H
M
G
M
営
判
決

こ
う
し
た
信
念
と
行
為
の
二
分
議
の
考
え
方
を
こ
の
分
野
で
最
初
に
は
っ
き
り
と
訴
し
た
の
が
、
一
八
七
八
年
の
M
N

ミ
H
M
O
E
m
4
・

(4) 

H
M
H
M

いな仏

m
g
g
で
あ
る
。
宗
教
上
の
漂
白
に
義
づ
い
て
一
夫
多
奏
制
を
と
る
モ
ル
モ
ン
教
徒
が
、
重
婚
を
禁
止
す
る
連
邦
法
違
反
に

持
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
本
件
に
お
い
て
、
ウ
ェ
イ
ト
欝
席
判
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
信
教
の
自
密
条
項
違
反
の
主
張
を
退
け
た
。

す
な
わ
ち
、
「
議
会
は
単
な
る
態
見
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
立
法
権
援
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
社
会
的
義
務
に
違
反
し
た
り
、
善

{
5〉

良
な
秩
序
を
破
壊
す
る
よ
う
な
行
為
を
自
由
に
規
制
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
勺
コ
重
婚
禁
止
規
定
に
関
わ
れ
た
一
夫
多
婆
制



を
〕
罷
め
る
こ
と
は
、
表
明
さ
れ
た
祭
教
的
信
念
を
国
法
に
優
越
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
結
巣
と
し
て
す
べ
て
の
市
長
に
法

を
自
分
・
自
身
に
都
合
の
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
環
境
の
下
で
は
、
政
府
は
名
前
だ
け
の
存
殺
に
な

(6) 

り
か
ね
な
い
」
と
。

3 

M
W

可
き
ロ
阿
部
門
仏
判
決
l

「
間
接
的
な
負
謹
〈
仲
間
念
窓
口
付
ぎ
え
き
)
ん
の
概
念

ま
た
、
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
州
日
曜
休
業
法
が
土
媛
日
を
宗
教
上
の
休

g
と
す
る
正
統
謙
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
信
教
の
自

(7) 

自
を
侵
害
す
る
争
え
に
違
憲
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た

W
3
5在
仏
」
ア
∞
2
4
5
事
件
で
も
、
ウ
ォ

i
レ
ン
首
席
判
事
の
相
対
多
数
意

アメリカにおける償教の議衡に関する特例法の展綴{花見)

見
は
、
H
H
E

芸
C
M
営
判
決
を
引
用
し
て
、
信
教
の
自
由
条
壌
に
基
づ
く
主
張
を
選
け
て
い
る
。

ウ
ォ
;
レ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
当
該
制
定
法
は
、
上
告
人
の
宗
教
実
醸
そ
違
法
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
同
法

は
、
単
に
後
俗
的
な
活
動
を
規
制
制
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
上
告
人
ら
に
遼
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
後
ら
の
宗
教
的
実
践
を
よ
り
費
沼

の
か
か
る
も
の
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
(
中
略
)
宗
教
の
爽
畿
に
間
接
的
な
負
相
を
諜
す
に
過
ぎ
な
い
、
す
な
わ
ち
宗
教
の
築
設
自
体

〈

8
〉

を
違
法
と
す
る
の
で
は
な
い
法
律
を
瀧
憲
無
効
と
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
活
動
範
聞
に
根
本
的
な
棋
約
金
掠
え
る
こ
と
に
な
る
」
。

「
も
し
、
州
が
そ
の
様
浪
内
の
事
項
に
つ
き
、
そ
の
践
的
と
効
果
が
州
の
世
俗
目
的
〔
す
べ
て
の
労
働
者
に
統
一
的
一
な
休
日
を
実
現
す

る
と
い
う
詩
的
]
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る

般
的
な
法
を
制
制
定
し
て
行
動
を
規
制
し
た
と
し
て
も
、
州
が
そ
う
し
た
負
強
を
課
さ
な

い
手
段
に
よ
っ
て
は
当
該
自
鵠
を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
問
題
の
制
定
法
は
た
と
え
宗
教
教
義
の
実
裁
に
鱒
接
的
な
負
担
を
生
じ

〈事〉

た
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
」
と
c

こ
の
判
決
は
、
信
愈
と
行
為
の
一
一
分
論
に
基
礎
を
驚
く
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

般
法
に
抵
触
す
る
す
べ
て
の
宗
教
的
活
動
が
会

憲
鵠
に
規
制
約
さ
れ
う
る
の
で
は
な
く
、
禁
制
で
き
る
活
髄
に
一
定
の
限
定
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
注
務
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
州
が
世

一 167-
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掛
間
際
的
を
促
進
す
る

般
的
な
法
を
制
定
し
て
京
教
の
実
誤
に
潤
接
的
な
負
担
飽
を
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
負
拐
を
謀
さ
な
い
方

法
に
よ
っ
て
は
当
該
自
的
を
連
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
縄
問
婚
の
制
定
法
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
「
間
接
的
な
負
担
」
と
い
う
概
念
を

(
M
W〉

示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

∞
げ
四
円
宮
司
件
特
決
か
ら
m
S
H芸
割
判
決
以
前
ま
で

1 

∞
げ
居
『
ぴ
申
立
判
決
お
よ
び
失
業
保
険
に
関
す
る
一
連
の
諸
判
決

(1) 

「
必
要
不
可
欠
の
科
議
テ
ス
ト
」
の
導
入

さ
ら
に
、
こ
の
「
照
接
的
な
負
捌
」
の
考
え
方
を
一
歩
進
め
て
、

一
般
的
な
瀧
縦
法
が
宗
教
の
実
践
に
笑
覧
鵠
な
負
担
を
及
ぼ
す
場

合
に
は
、
そ
の
規
制
法
を
違
憲
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
信
教
の
自
由
に
関
す
る
独
立
の
司
法
審
査
基
準
を
生
み
出
し
た
の
が
、
失
業
保

〈

U〉

検
に
関
す
る
事
件
で
あ
る

m
v
o司Z
2
4・
〈
叩
吋
同
阿
部
吋
で
あ
る
。

本
件
は
、
謡
得
上
の
理
由
に
よ
り
土
曜
日
に
働
か
な
い
こ
と
か
ら
解
雇
さ
れ
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
失
業
保
険
訣
に
法
づ
い
て

失
業
保
検
の
繍
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
間
熱
議
用
保
障
委
員
会
に
よ
っ
て
受
給
資
格
が
な
い
と
さ
れ
た
セ
ブ
ン
ス
デ
l
-
ア
ド
ブ
ア
ン
テ
ィ

ス
ト
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
、
こ
の
判
決
が
導
入
し
た
判
例
準
郎
こ
そ
、
「
必
要
不
可
欠
の
科
益
テ
ス
ト
〈

s
g
w丸
山
仲
間
例
区

S
2
2
S
6

で
あ
る
。
法
廷
意
見
は
、

M
w
g
g
p
E
判
決
で
反
対
意
見
の
立
場
に
あ
っ
た
プ
レ
ナ
ン
判
事
が
艇
当
し
、
彼
は
ま
ず
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
の
判
決
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
上
告
人
に
失
業
保
険
の
受
給
者
と
し
て
の
資
格
を
認
め
な

い
こ
と
が
彼
女
の
宗
教
の
自
由
な
実
設
に
関
す
る
愈
法
上
の
権
利
を
何
ら
後
警
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
彼
女
の
宗
教
の
自

-168-



由
な
実
践
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
付
姐
的
な
負
設
が
、
州
の
憲
法
上
の
葉
桜
権
浪
内
の
事
項
に
闘
す
る
掛
の
必
要
不
可
欠
な
規
制
制
科
益

〈ロ)

〈

8
印
刷
出
巨
ロ
向
田

S
2
5
8
2
2〉
に
よ
っ
て
正
滋
北
さ
れ
う
る
か
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
す
な
わ
ち
、
同
判
事

は
、
第
一
に
失
業
保
険
給
付
を
受
け
る
資
格
が
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
上
告
人
の
宗
教
の
務
自
な
実
践
に
な
ん
ら
か
の
負
翠
を
課
す
か

ど
う
か
、
第
二
に
州
の
必
要
不
可
欠
な
規
制
剥
益
が
上
告
人
の
修
正
一
条
上
の
権
利
の
実
費
的
な
侵
害
を
正
当
化
す
る
か
ど
う
か
の
ニ

つ
の
問
題
が
検
純
約
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

第

の
問
題
に
つ
い
て
、
プ
レ
ナ
ン
は
、
「
持
獲
殿
様
嬢
委
員
会
の
決
定
は
、
上
告
人
に
被
女
の
諜
教
上
の
教
義
に
し
た
が
っ
て
失

業
譲
検
を
放
棄
す
る
か
、
殺
事
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
宗
教
上
の
教
義
の

アメリカにおける後教の議E討に関する判例法の重義務{花見)

つ
を
捨
て
る
か
の
選
択
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

〈
路
)

選
択
を
政
府
が
迫
る
こ
と
は
、
上
告
人
の
土
噛
礼
持
に
罷
金
を
科
す
こ
と
と
同
様
の
積
額
の
負
撃
を
怒
え
る
こ
と
と
な
る
」
と
す
る
。

第
一
一
の
開
題
に
つ
い
て
、
被
上
告
人
は
議
教
ょ
の
理
由
を
装
っ
た
詐
欺
的
な
申
し
立
て
の
危
険
を
主
張
す
る
が
、
間
判
事
は
、
そ
う
し

凸
苫

た
重
用
を
修
正

条
上
の
権
利
を
侵
略
す
る
こ
と
な
く
紡
止
す
る
他
の
規
制
手
段
が
な
い
こ
と
を
、
被
上
告
人
の
側
で
立
証
す
る
義
務

が
あ
る
と
す
る
。
次
に
、
同
町
内
酬
が
え
鴨
志
判
決
と
の
相
違
点
と
し
て
、
間
判
決
の
場
合
に
は
す
べ
て
の
労
働
者
に
蓑
一
的
な
休
日
を
設

け
る
と
い
う
強
い
政
府
利
接
合
実
現
す
る
唯
一
の
方
法
が
、

B
曜
休
業
法
で
あ
っ
た
こ
と
・
を
指
織
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
件
の
場
合
に

は
、
議
教
上
の
理
由
か
ら
失
業
保
険
の
受
給
資
絡
を
認
め
な
い
と
い
う
、
上
告
人
の
信
教
の
自
由
の
実
費
的
な
健
審
を
正
当
と
す
る
よ

(M) 

う
な
理
由
は
存
在
し
な
い
と
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
よ
告
人
の
主
張
を
認
め
た
こ
の
判
決
は
、
議
教
の
自
由
条
項
に
関
す
る
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
、

mw
一
般
的
な
法
規
制

が
語
教
の
自
由
に
実
質
的
な
負
提
を
諜
す
場
合
に
は
、
政
府
の
必
要
不
可
欠
の
規
制
利
益
が
そ
の
負
強
を
正
当
化
す
る
か
、
そ
し
て
②

信
教
の
議
出
回
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
震
剰
際
的
を
達
成
す
る
他
の
手
設
が
な
い
か
、
安
検
討
す
る
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト

会
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
檎
教
の
自
由
の
み
に
基
づ
く
違
憲
の
主
張
を
は
じ
め
て
罷
め
る
判
決
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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(2) 

失
業
保
険
に
関
す
る

濃
の
籍
判
決

そ
の
後
も
、
こ
の
失
業
譲
換
に
関
す
る
事
件
の
領
域
で
は
、
九
O
年
の
め
g
u
v
判
決
の
前
ま
で
、
こ
の

ω若
手
持
ユ
判
決
の
必
要

不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
が
維
持
さ
れ
、
現
悲
ま
で
一
一
一
つ
の
最
高
裁
判
決
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
事
件
で
も
瀧
懇
の
主
議
会
し
た
個
人
の

側
が
勝
訴
し
て
い
る
。

{
日
M
)

ま
ず
、
①
3
5
5
2
4
・
出
2
-
2

∞s
a
-
-
ロ
内
泣
き
岱
出
5
1
0可
5
2
?
m
r
g
江
与
・
り
な
・
(
一
九
八
一
年
)
は
、
戦
車
の
磁
搭
を
組

み
立
て
る
部
門
に
夜
壁
転
換
さ
れ
た
た
め
に
、
兵
器
の
生
産
に
携
わ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
て
、
兵
器
工
場
を
退

職
し
た
エ
ホ
バ
の
証
人
誕
の
信
徒
に
失
業
保
険
の
給
付
を
認
め
な
か
っ
た
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
州
の
委
員
会
の
決
定
を
言
。
手
品
ユ
判
決
に

い
て
濃
懲
無
効
と
し
た
。

〔
日
間
)

ま
た
、
母
八
七
年
の
獄
。
事
即
時
4
・
口
g
gり
H
a
n
gけ
〉
怒
鳴
民
拐
の
o
g
が
え
出
向
日
仏
hw-

で
も
、
芸
品
吋
日
認
可
什
事
件
の
場
合
と
ほ

170-

と
ん
ど
同
じ
状
況
に
あ
っ
た
〈
す
な
わ
ち
、
上
告
人
の
宗
教
的
議
ゐ
ゆ
が
媛
開
刑
期
間
中
に
変
化
し
、
新
た
に
殺
事
と
稽
仰
と
の
矛
盾
が
生

ブ
ロ
リ
ダ
耐
の
セ
ブ
ン
ス
デ
l
a
ア
ド
ブ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
に
失
業
保
験
の
受
給
資
絡
を
認
め
た
。

(げ〉

さ
ら
に
、
寺
八
九
年
の
司
E
Z
2
4
・
巴
5
0
な
ロ
名
?
え
M
W

呂
田
乙
ミ
ヨ
時
間
仲
間
由
自
ユ
々
は
、
特
定
の
教
派
や
教
会
に
は
所
撲
し

〈
問
)

て
い
な
い
が
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
『
主
の
日
」
に
働
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
て
解
嘉
さ
れ
、
失
業
保
険
の
給
付
を
務

ま
れ
た
ケ
l
ス
)

求
し
た
上
告
人
の
、
需
教
の
自
由
条
項
に
基
づ
く
主
張
を
認
め
た
。
全
員
一
致
の
法
廷
意
見
を
代
表
し
て
ホ
ワ
イ
ト
判
事
は
、
上
告
人

の
信
念
が
議
案
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
性
賞
上
宗
教
的
な
込
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
こ
と
か
ら
、
穫
が
特
定
の
教
派
(
由
2け
)

〈汐〉

に
減
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
議
擦
で
な
い
と
し
た
。

こ
の
失
業
諜
験
事
件
の
領
域
で
は
、
儲
教
の
自
由
の
主
議
を
す
る
者
が
、
自
分
の
生
存
に
不
可
欠
な
職
業
な
い
し
失
業
保
険
を
取
る

か
、
宗
教
的
諮
ゑ
を
選
ぶ
か
の
一
一
者
択

令
選
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
も
こ
の
領
域
で
は
諮
教
の
自
由
の
主
騒
を
認
め
て
き
て
い



る
も
の
と
現
わ
れ
る
。

2 

J

問
。
宕
吋
判
決

語
教
の
自
由
条
項
の
解
釈
準
郎
と
し
て
欝
令
官
コ
判
決
が
示
し
た
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
が
、
失
業
保
険
の
領
域
以
外
で
連

〈
総
)

一
九
七
二
年
の
巧
2
2
5
5
4・J
問主
m
円
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で

服
さ
れ

信
教
の
自
由
を
主
臨
す
る
慨
が
鯵
訴
し
た
喰

の
併
が

は
、
ァ
l
ミ
ツ
シ
ユ
派
の
信
徒
で
あ
る
被
上
告
人
ら
が
、
そ
の
宗
教
的
信
念
に
碁
づ
き
、
入
学
年
を
終
え
た
子
令
さ
ら
に
継
続
し
て
就

学
さ
せ
な
か
っ
た
た
め
、

一
六
歳
ま
で
の
就
学
義
務
会
定
め
た
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
拘
義
務
教
育
法
違
ま
の
有
罪
判
決
を
受
け
、
五
ド
ル

アメリカにおける倦教の自由に測する判例法の疑問{花見)

の
腕
前
金
期
令
科
さ
れ
た
。
関
門
州
最
高
品
燃
は
、
そ
の
有
罪
判
決
が
信
教
の
自
由
条
項
に
違
長
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
覆
し
た
。

-171-

多
数
意
見
を
書
い
た
パ

i
ガ
;
首
席
判
事
は
、
組
川
の
吋
普
通
教
育
上
の
利
義
は
震
大
な
」
も
の
で
あ
る
が
、
「
ぞ
れ
が
修
正
一
条
の

信
教
の
自
由
条
項
に
よ
っ
て
特
別
に
保
護
さ
れ
る
基
本
的
権
利
や
利
益
、
子
の
宗
教
教
育
に
関
す
る
裁
の
伝
統
的
な
権
利
を
周
波
害
す
る

場
合
い
に
は
、
需
品
恨
の
比
較
衡
是
が
な
さ
れ
な
け
れ
認
な
ら
な
い
と
し
、
さ
ら
に
「
最
高
度
の
利
益
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
は

実
現
で
き
な
い
利
畿
の
み
が
、
宗
教
の
自
由
な
実
践
に
鼎
掬
す
る
正
当
な
主
張
に
優
越
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
、
必
要
不
可
欠

(
幻
)

の
利
益
テ
ス
ト
を
探
朋
す
る
こ
と
を
開
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
ア
i
ミ

yン
ユ
派
の
伝
統
的
な
生
活
の
仕
方
は
、
単
な
る
個
人

の
好
み
の
問
題
で
は
な
く
、
組
織
さ
れ
た
集
盟
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
宗
教
的
確
磐
の

「
毅
お

つ
で
あ
り
」
、
ま
た
就
学
の
継
続
は

〈
明

ω
)

よ
ぴ
子
と
し
て
の
ア

i
ミ

7
ン
ユ
派
の
基
本
的
な
宗
教
教
義
と
実
織
に
矛
露
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
入
学
年
を
纏
え
る
一
年
な
い

(診

し
二
年
の
義
務
教
育
は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ユ
派
の
共
同
体
の
中
で
そ
の
時
期
に
吋
理
類
的
な
い
職
業
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

本
件
の
場
合
ほ
ほ
必
要
な
い
と
結
論
し
て
、
州
最
高
毅
の
判
決
を
支
持
し
た
。
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長
饗
不
可
欠
の
制
利
益
テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
た
も
の
の
規
制
が
合
憲
と
ち
れ
た
事
件

3 次
に
、

mg申
吋

Z
3
判
決
が
示
し
た
必
婆
不
可
欠
の
利
議
テ
ス
ト
を
適
用
、
も
し
く
は
そ
れ
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
信
教
の
漫
画
の

主
張
を
罷
め
な
か
っ
た
判
決
例
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
仙
兵
役
免
除
に
関
す
る
事
件

(
叫
帥
〉

内
部
的
事
項
に
関
す
る
事
件
に
大
別
す
る
こ
と
が
ぞ
き
る
。

∞
課
税
関
係
の
事
件

同
国
家
の

(1) 

共
投
免
除
に
関
す
る
事
件

(お〉

兵
役
免
除
に
鰯
摘
す
る
事
件
で
あ
る
舎
の
い
H
M
a
S
4・
C
一尽

gm同
罪
忠
O

(

一
九
七
一
年
)
で
は
、
宗
教
上
の
理
忠
に
基
づ
く
核
兵
免
除

を
認
め
て
い
る
選
抜
徴
兵
法
の
六
条
J
攻
が
問
題
と
な
っ
た
。
問
項
は
宗
教
上
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
戦
争
に
参

加
す
る
こ
と
に
一
反
対
す
る
」
者
に
兵
投
を
免
除
す
る
が
、
す
べ
て
の
戦
争
で
は
な
く
、
本
人
た
ち
が
吋
不
正
な
」
戦
争
と
考
え
る
特
定

…172ー

の
戦
争
〈
具
体
的
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
)
に
反
対
す
る
者
に
徴
兵
免
徐
を
認
め
な
い
の
は
、
信
教
の
告
白
粂
壌
に
違
反
す
る
と
の
上
告

人
の
主
張
に
つ
い
て
、
マ

i
シ
ヤ
ル
判
事
に
よ
る
法
廷
意
見
は
、

m
U
R
Z一
三
判
決
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
上
告
人
が
感
じ
て
い
る
付
欝

的
な
負
相
は
、
軍
事
務
的
の
た
め
に
必
要
な
人
的
嚢
糠
を
確
保
す
る
と
い
う
築
費
的
な
政
府
利
益
に
よ
っ
て
鑑
全
に
正
当
化
さ
れ
る
と

〈総〉

し
て
、
そ
の
主
識
を
退
け
た
。

(2) 

謹
税
関
係
の
事
件

ま
ず
、

(
明

μ〉

一
九
八
二
年
の

@
C怠
け
&
∞
露
骨
8
4・
F
g
は
、
あ
る
農
業
と
建
築
業
を
営
む
ア
l
ミ

7
ン
ユ
援
の
信
徒
が
、
教
義
上
、

間
朋
の
老
人
や
責
務
省
を
扶
養
し
な
い
こ
と
は
罪
深
い
こ
と
で
あ
る
と
億
と
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
誕
業
腕
只
の
た
め
の
社
会
保
障
制
伐
の

支
払
い
を
拒
ん
だ
事
件
で
あ
る
。
パ

l
ガ
i
首
席
判
事
に
よ
る
多
数
意
見
は
、
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
に
欝
及
し
、
社
会
保
障
腕



度
へ
の
強
制
約
的
な
参
加
は
稜
ら
の
宗
教
実
践
を
侵
害
す
る
こ
と
を
認
め
た
よ
で
、
ぞ
れ
は
こ
の
制
度
の
財
政
的
恭
般
に
と
っ
て
不
可
欠

(
銘
)

な
も
の
で
あ
り
、
包
話
的
な
社
会
保
障
制
度
と
多
様
な
宗
教
的
宿
舎
に
基
づ
く
無
数
の
免
除
饗
求
と
そ
調
和
さ
せ
る
こ
と
は
闘
難
で

(
総
)

あ
ろ
う
と
し
て
、
信
教
の
自
由
に
基
づ
く
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
。

(
m制
)

翌
年
の

eMWCげ
を
雪
崩
口
設
立
吋
m
F
4
4
・
口
弘
仲

a
m
g
g
で
は
、
パ
ー
ガ

i
首
席
判
事
に
よ
る
法
難
意
見
が
、
建
学
の
理
念
で
も

あ
る
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
て
人
積
鑑
別
そ
行
っ
て
い
た
大
学
の
錦
繍
税
免
徐
の
総
伎
の
鑓
復
・
を
求
め
る
主
張
を
、

v
g
判
決
を
引
用

アメリカにおける信教の自由に関する判例法の展開(花見)

し
て
認
め
な
か
っ
た
。
本
件
で
は
、
教
育
に
お
け
る
人
輪
競
別
令
線
絶
す
る
と
い
う
政
府
利
益
が
必
要
不
可
欠
の
利
益
と
さ
れ
、
こ
の

(
お
)

政
府
特
益
を
途
携
す
る
た
め
に
科
艇
で
き
る
他
の
吋
よ
り
制
限
的
で
な
い
手
設
(
阿
部
品
部

g
a
ュ2
2
0
8
g
sと
も
な
い
と
さ
れ
た
。

(
路
)

八
九
年
の
め

wm脅
さ
き
仏
骨
髄
タ
の

O銭
円
ロ
訪
問

MOU向
。
同

M
5
0
5巴
M
W
2
8
5
で
も
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
1
教
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る

綿
織
附
と
修
練
の
襲
爵
絞
入
に
つ
い
て
、
連
邦
所
得
税
か
ら
の
控
除
を
求
め
た
教
会
の
主
張
を
、
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
を
適
用
し

-173ー

て
道
け
て
い
る
。
こ
こ
で
、

マ
i
シ
ャ
ル
判
事
に
よ
る
法
廷
意
見
は
、
控
除
を
語
め
な
い
こ
と
が
再
教
会
の
語
教
の
自
由
に
実
質
的
な

負
担
を
課
す
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
疑
問
問
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、

F
g
判
決
を
引
毘
し
て
、

た
と
え
そ
れ
が
実
費
的
な
負
担
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
ぞ
れ
は
多
様
な
宗
教
的
彊
念
に
基
づ
く
無
数
の
免
除
要
求
に
脅
か
さ
れ
な
い
、
健
全
な
稜
説
制
度
を
維
持
す
る
と
い
う

(
お
)

広
汎
な
公
的
利
益
に
よ
っ
て
、
正
当
注
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。

(
引
制
〉

さ
ら
に
、
九

O
年
の

e
b
g認
可

ωき
誠
意
ユ
宮
ぽ
設
け
江
2
4・
回
円
高
乱
。
同
国
内
定
向
W
H
U
m
w
a
C
M
M

え
の
&
お

o
g
g
で
は
、
京
教
上
の

物
品
の
販
売
に
課
さ
れ
る
拘
の
売
上
韓
お
よ
び
使
用
説
に
つ
い
て
、
課
税
免
除
を
求
め
た
宗
教
関
体
の
主
張
が
冬
お
を
な
っ
た
。
泳
コ

l

般
に
課
さ
れ
る
租
税
令
交

〈
悦
W
〉

払
う
こ
と
は
、
上
告
人
の
宗
教
実
接
に
憲
法
上
業
大
な
何
ら
の
負
捌
も
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
退
け
た
。

ナ
l
判
事
に
よ
る
全
員
一
致
の
法
廷
意
見
は
、
出
発
器
急
措
N

判
決
を
引
用
し
、
宗
教
関
体
を
含
め
広
く
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山

w
関
家
の
内
部
的
事
項
に
関
す
る
事
件

(
世
相
〉

ま
ず
、
⑤
切

042ぉ
4
・

Mg(一
九
八
六
年
)
で
は
、
連
邦
の
社
会
部
獲
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
給
者
と
な
る
た
め
の
繋
件
で
あ
る
、
社

会
保
障
番
号
の
使
用
を
二
歳
の
績
に
つ
い
て
拒
否
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
信
教
の
告
白
の
主
張
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
両
親
の
宗
教
上
の
穏
念
に
よ
れ
ば
、
同
番
号
を
使
用
m
す
る
こ
と
は
「
掛
か
ら
魂
の
力
を
券
、
つ
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
パ

l
ガ

i

首
席
判
事
に
よ
る
相
対
多
数
意
見
は
、
議
教
の
告
白
は
政
府
に
よ
る
一
定
の
形
式
の
強
制
か
ら
億
人
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同

た。被
上む管
でを
、使

政つ
府と
かい
らっz議
会の
保内
灘部
給的
付手
を続
篠き
楳に
す勝
るす
ヶる
と行
と為

謀長
的府
信~;.
念普舎
を令

?Z 
E者
とを
の慨
選人
択に
を
関与

語i
か二二
つは
f寸会
龍 v¥
的こ
にと
強を
い示
るし

政
府
規
制
は
、
宗
教
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
活
動
を
処
議
し
た
り
、
宗
教
的
理
由
か
ら
反
対
す
べ
き
詐
為
を
強
鱗
す
る
政
府
の
行
為
や

立
法
と
は
会
く
築
な
り
、
宗
教
実
践
に
制
問
機
的
な
負
担
を
課
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
場
合
に
は
必
饗
不
可
欠
の
科
話
に
よ
る
厳
格

(

拍

持

}

な
審
査
で
は
な
く
、
規
制
が
正
当
な
政
府
科
援
の
議
成
に
と
っ
て
合
理
的
か
否
か
の
審
査
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

(
お
)

ま
た
、
八
八
年
の

@
F〕言問
4
・
X
己
評
議
諮
問
件
目
口
径
患
の
冊
録
免
部
門
可

pog凸
許
可
申
〉
怒

onstg
明
、
は
、
法
統
的
に
イ
ン
デ
ィ
ア

174 

ン
の
多
く
の
部
族
に
よ
っ
て
宗
教
的
儀
式
の
た
め
の
神
聖
な
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
問
題
有
林
地
帯
に
お
い
て
、
木
材
の
伐
採
と
遷

路
建
設
を
認
め
る
連
邦
森
林
局
の
計
闘
は
、
そ
の
信
教
の

8
・
痴
を
侵
害
す
る
と
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
組
織
等
の
主
張
が
、
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
オ
コ
ー
ナ
ー
判
事
に
よ
る
多
数
意
見
は
、
ま
ず
「
公
有
地
に
お
け
る
道
路
建
設
や
木
材
の
伐
採
は
、
社
会
保
障
番
号
の
[
政

〈

M
W
V

府
に
よ
る
〕
使
用
主
裁
味
の
あ
る
形
で
は
、
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
出
品
判
決
と
の
類
似
牲
を
強
調
す
る
。
そ
の

上
で
、
犠
教
の
自
由
に
対
す
る
間
接
的
な
強
制
に
つ
い
て
も
、
最
高
識
の
先
制
問
が
修
正
一
条
に
基
づ
い
た
必
要
不
可
欠
の
鵜
識
に
よ
る

離
帯
な
審
査
・
を
計
っ
て
き
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
宗
教
の
挺
賎
を
よ
り
困
難
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

個
人
に
対
し
て
そ
の
宗
教
的
損
念
に
挺
す
る
行
為
を
強
制
す
る
傾
向
を
全
く
持
た
な
い
政
府
計
闘
の
付
髄
品
切
な
効
果
」
が
、
必
ず
厳
格



{
H
U
V
 

な
審
査
そ
要
求
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
「
憲
法
上
、
決
定
的
な
一
夜
業
は
吋
禁
止
す
る
』
な
の
で
あ
る
い
と
し
て
、
厳

務
な
審
査
の
要
求
を
退
け
た
。

4 

必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
件

こ
の
分
類
に
入
る
最
高
裁
の
判
決
は
一
一
件
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
権
利
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
環
境
で
の
事
件
で
あ
る
。

(uv 

八
六
年
の
の
O
山
内
問
自
主

4
・
4
司
叩
仲
間

HZ話
相
吋
は
、
盤
内
で
の
帽
子
等
の
着
用
を
禁
止
し
た
空
箪
の
制
識
に
補
間
す
る
規
制
別
に
反
し
て
、
ヤ
ー

マ
ル
カ

(JZ吋
包
丘
一
同
時
)
合
着
用
し
た
た
め
に
、
戒
告
処
分
を
受
け
た
ま
統
諌
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
、
信
教
の
自
由
侵
害
を
理
由
と
し
て
、

アメリカにおける信教の闘盛に関する判例ま去の髭関{花見)

損
害
賠
欝
と
問
規
則
の
差
止
命
令
を
求
め
た
事
件
の
上
告
審
判
決
で
あ
る
。
レ
ー
ン
キ
ス
ト
・
・
'
判
事
に
よ
る
多
数
意
克
は
、
忠
信
号
冊
立

判
決
の
必
要
不
可
欠
の
科
雄
テ
ス
ト
に
よ
る
審
査
会
要
求
し
た
上
告
人
の
主
張
合
退
け
、
軍
隊
内
部
と
一
般
の
市
畏
社
会
と
の
相
違
を
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強
調
し
た
上
で
、
「
軍
事
的
な
必
要
が
、
宗
教
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
為
に
対
す
る
特
定
の
制
約
を
正
当
な
も
の
と
す
る
か
ど
う
か

を
評
価
す
る
に
際
し
て
、
裁
判
所
は
特
定
の
箪
事
的
利
益
の
相
対
的
な
重
蹴
女
性
に
関
す
る
箪
事
当
諾
の
専
門
的
判
断
に
大
き
な
敬
意
そ

(
M
M
〉

〈

必

)

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
・
と
し
て
、
間
規
則
の
合
憲
性
を
認
め
た
。

(
M
W〉

ま
た
、
八
七
年
の
O
，F
0
5
4
・
出
掛
け
か
な
え
m
g
m
w
V
詰
N

は
、
粥
務
所
内
で
の
作
業
に
関
す
る
ニ
ュ

1
‘
ジ
ャ

i
ジ
i
州
の
規
爵
が

宗
教
犠
式
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
ゆ
え
に
、
信
教
の
自
由
条
項
に
違
反
す
る
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
臨
人
遣
の
主
蟻
を
認

め
な
か
っ
た
。
レ
!
ン
キ
ス
ト
首
席
料
事
に
よ
る
多
数
意
見
は
、
刑
務
所
内
に
お
い
て
憲
法
上
の
基
本
権
侵
害
が
問
問
題
に
な
る
場
合
に

{
総
)

は
、
「
合
理
性
」
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
問
規
則
は
刑
務
所
の
秩
序
と
安
全
と
い
う
正
当
な
政
府
利
益
に
合
理
的
な
関

連
性
を
持
っ
て
い
る
と
し
、
ま
た
鰐
務
所
の
管
理
者
に
、
信
教
の
自
由
に
使
箆
を
開
閉
る
た
め
の
代
替
手
段
が
な
い
こ
と
を
立
証
さ
せ
る

(
幻
)

こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
し
た
。
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5 

結

民
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
こ
こ
で
簡
単
に
要
約
し
、
若
手
の
検
討
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

に
、
犠
教
の
自
由
条
項
の
解
釈
に
つ
い
て
、
合
衆
期
間
最
高
裁
は
当
初
、
開
条
項
に
表
現
の
白
痴
条
項
か
ら
独
立
し
た
意
義
を
認

め
な
い
懇
療
を
と
り
、
ま
た
信
念
と
行
為
の
ニ
分
論
を
強
調
す
る
考
え
方
に
立
っ
て
い
た
が
、

一
九
六
三
年
の

ω
F
R
Zユ
判
決
を
契

機
と
し
て
、
憲
法
上
信
教
の
自
由
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
高
い
地
位
に
基
づ
き
、
最
高
畿
は
一
一
般
に
適
用
さ
れ
る
文
部
上
中
立
的
な
世
俗

法
が
、
宗
教
爽
践
に
与
え
る
負
担
に
注
目
し
た
必
要
不
可
欠
の
科
説
明
ア
ス
ト
と
い
う
新
た
な
審
査
基
準
を
導
入
し
た
。

第
二
に
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
合
衆
髄
最
高
栽
の

m
u
g
w
v
判
決
以
諮
の
判
決
群
は
、
一
一
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
失
業
保
険
の
受
給
嚢
格
に
関
す
る

連
の
判
決
と
ペ
説
得
判
決

-176-

が
分
額
さ
れ
、
そ
こ
で
は
最
高
裁
は
、
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
を
適
用
し
て
信
教
の
自
由
条
項
に
基
づ
く
主
張
-
を
認
め
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
多
く
の
領
域
、
す
な
わ
ち
3
で
見
た
第
二
の
グ
ル
ー
プ
、
兵
役
免
除
、
課
税
関
係
そ
し
て
鶴
家
自
身
の
内
部

的
事
項
に
関
す
る
事
件
で
は
、
こ
の
テ
ス
ト
を
適
爵
あ
る
い
は
そ
れ
に
曾
及
し
な
が
ら
も
、
結
果
と
し
て
規
制
を
合
憲
と
し
て
き
で
い

る
し
、

4
明
、
見
た
第
一
…
…
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
相
思
隊
や
期
務
所
と
い
っ
た
穣
科
が
大
き
く
制
接
さ
れ
る
環
境
で
の
事
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
テ
ス
ト
を
使
わ
ず
よ
り
緩
や
か
な
審
査
基
準
に
よ
っ
て
、
信
教
の
自
由
に
碁
づ
く
違
憲
の
主
張
を
議
け
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
そ

の
違
憲
主
張
が
認
め
ら
る
か
ど
う
か
は
裂
と
し
て
、
こ
の
テ
ス
ト
闘
体
は

mn山
手
判
決
叢
前
の
九

O
年
の

h
g
g可
∞

dg認
可
仲

認
E
a々
は
担
判
決
ま
で
、
第

と
第
一
一
グ
ル
ー
プ
の
領
域
で
は
、
継
続
し
て
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
詮
尽
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
に
、
し
か
し
実
際
に
鑓
教
の
自
由
に
基
づ
く
主
張
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
鮫
点
で
考
え
る
と
、
間
民
主
的
な
政
治
過
殺

の
中
で
、
そ
の
政
治
的
意
思
や
議
教
的
見
解
を
法
制
度
に
反
換
す
る
こ
と
の
罷
難
な
宗
教
的
少
数
者
に
対
し
て
こ
そ
、
信
教
の
自
由
条



項
に
よ
る
機
科
保
障
が
求
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
宗
教
的
少
数
者
の
権
利
主
張
が
認
め
ら
れ
た
の
は
例
外
鈎
に
、
第

め
グ
ル
ー
プ
の
事
件
だ
け
で
あ
る
。
と
く
に
第
ニ
グ
ル
i
プ
の
開
ミ
判
決
と

F3m円
判
決
に
つ
い
て
は
、
必
要
不
可
欠
の
利
義

テ
ス
ト
の
漉
摘
の
社
方
と
そ
の
結
論
に
、
反
対
意
見
が
説
く
よ
う
に
大
き
な
疑
問
を
感
ず
る
が
、
両
判
決
と
も
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
イ

ア
ン
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
、
そ
こ
に
窺
わ
れ
る
玲
は
、
こ
う
し
た
宗
教
的
少
数
者
に
対
す
る
現
在
の
最
高
哉
の
冷
淡
な
態
度
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
患
わ
れ
る
。

第
四
に
、
倍
教
の
自
由
の
領
域
に
お
け
る
判
例
準
則
と
し
て
の
必
要
不
可
欠
の
利
援
テ
ス
ト
に
控
自
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
テ
ス
ト

発
動
の
要
件
に
関
わ
る
政
府
規
制
約
が
健
教
の
自
由
に
与
え
る
「
負
樫
」
と
い
う
要
素
と
、
政
府
規
制
の
「
必
要
不
可
欠
性
」
の
要
素
が

アメリカにおける信教の自由に隠する判例訟の展開(筏見}

重
要
で
あ
り
、
特
に
こ
の
領
域
で
は
「
負
謹
」
の
要
素
が
テ
ス
ト
の
漉
惑
に
重
大
な
役
割
を
来
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。
掬
え
ば
、
例
外

的
に
信
教
の
自
由
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
き
た
失
業
保
険
に
関
す
る
事
件
で
は
、
職
業
な
い
し
生
業
保
験
を
翠
る
か
宗
教
的
僑
念
を
選
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ぷ
か
の
二
者
択
一
が
迫
ら
れ
、
そ
こ
で
は
議
教
実
識
に
対
す
る
非
常
に
「
大
き
な
負
拒
い
が
認
め
ら
れ
る
m
り
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
高
裁
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
要
素
自
体
を
明
確
に
能
義
せ
ず
、
あ
る
場
合
に
は
「
実
質
的
な
負
担
」
と
い
い
、
ま
た
搬
の
と
こ
ろ

で
は
「
付
髄
的
な
負
担
」
と
い
っ
て
、
そ
の
存
在
を
容
易
に
認
め
過
ぎ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

〈
例
え
誌
、
ハ
ピ
ロ
申
立
命

判
決
な
ど
)
。
こ
の
こ
と
は
、
関
テ
ス
ト
の
適
用
に
当
た
っ
て
、
平
等
保
護
や
表
現
の
自
由
の
領
域
で
は
ま
ず
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
「
必
要
不
可
欠
の
政
府
利
義
い
の
存
在
が
、
か
な
り
容
易
に
肯
定
さ
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
常
定
さ
れ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
〈
第
二

グ
ル

i
プ
の
命
1
③
判
決
を
参
照
〉
と
い
う
問
問
題
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
間
題
は
、
本
来
、
最
も
厳
格
な
一
山
内
陸
審
資
器

準
で
あ
る
は
ず
の
こ
の
テ
ス
ト
の
厳
格
さ
を
箸
し
く
損
な
い
、
そ
れ
を
他
の
中
間
的
な
審
査
基
準
と
爽
際
の
機
能
面
に
お
い
て
ほ
と
ん

(
必
)

ど
異
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
き
た
こ
憾
で
も
あ
る
。

こ
の
点
で
詮
話
さ
れ
る
の
が
、
M

N

a

判
決
と
H
L
M
可
括
判
決
で
あ
る
。
両
判
決
の
論
理
と
結
論
に
大
き
な
批
判
が
あ
る
こ
と
は
今
述
べ
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た
通
り
で
あ
り
、

い
ず
れ
の
判
決
も
争
点
と
な
っ
て
い
る
政
府
規
制
が
宗
教
実
践
に
及
ぼ
す
「
負
担
」
に
つ
い
て
、
現
穣
に
定
義
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
吋
隣
接
部
か
つ
付
髄
釣
な
」
負
強
で
は
再
テ
ス
ト
の
発
動
の
要
件
と
し
て
十
分
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ

を
厳
格
に
解
す
べ
き
方
向
そ
示
し
て
い
る
点
が
控
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

間

mugpげ
判
決
と
そ
の
評
錨

i 

(
必
)

出

H
S
M
3
5
8け
U
z
-
-
U寄
付
・
。
内
出
凶
尽
き

M
5
2
2
8・
え

O
H
E
R
o
m
H
m
g
F
S

(1) 

事
件
の
概
要

本
件
に
登
場
す
る
被
上
脅
人
ら
も
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
あ
る
。
オ
レ
ゴ
ン
州
法
は
、
ペ
イ
オ
ウ
テ
イ
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(宮司

o
g〉
を
合

む
日
税
制
刷
物
繋
」
を
故
意
に
所
持
す
る
こ
と
一
宏
、
そ
れ
が
鑑
療
関
係
者
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
た
も
の
で
な
い
隈
り
、
那
市
場
翻
を
も
っ
て

禁
じ
て
い
る
。
被
上
告
人
雨
名
は
、
彼
ら
が
所
属
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
の
儀
式
に
お
け
る
製
餐
の
目
的
で
ベ

イ
オ
ウ
テ
ィ
を
吸
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
民
矧
問
の
薬
物
中
毒
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
間
体
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。
被
上
告
人
ら
は
、

上
告
人
で
あ
る
州
の
人
的
資
漉
馬
灘
用
部
に
失
業
保
険
の
申
請
を
す
る
が
、
披
ら
は
職
務
に
関
連
し
た
「
非
行
」
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た

と
し
て
、
失
業
保
検
の
受
給
費
格
が
な
い
も
の
と
決
議
さ
れ
た
。
オ
レ
ゴ
ン
期
最
高
設
は
、
失
業
探
検
の
給
付
を
認
め
な
い
こ
と
は
被

(ぬ〉

上
告
人
ら
の
宗
教
の
自
由
な
実
識
の
機
利
を
侵
饗
す
る
と
し
て
、
雇
用
部
の
決
定
を
無
効
と
し
た
。

(2) 

ス
カ
リ
ア
判
事
に
よ
る
法
涯
意
見

ス
カ
リ
ア
判
事
が
原
判
決
令
破
棄
す
る
法
廷
意
見
(
こ
れ
に
レ
ー
ン
今
ス
ト
官
席
判
事
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
、
ぞ
ネ
デ
イ



の
各
判
事
が
関
向
調
〉
を
代
表
し
、
オ
コ
ー
ナ
i
判
事
が
馬
意
意
見
〈
そ
の
第
一
部
と
一
一
部
に
つ
い
て
の
み
、
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
の
各
判
事
が
肉
類
し
、
こ
れ
ら
=
一
判
事
は
判
決
主
文
に
は
荷
議
せ
ず
)
を
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
が
反
対
意
見
〈
こ
れ

に
プ
レ
ナ
ン
、

マ
ー
シ
ャ
ル
両
判
事
が
問
調
〉
・
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ス
カ
リ
ア
の
書
い
た
法
話
意
見
に
つ
い
て
言
え

ば
、
五
対
話
の
判
決
と
い
、
つ
こ
と
が
で
き
る
。

(a) 

諜
教
的
行
為
の
禁
庇
に
向
け
ら
れ
た
規
制
と
付
離
部
に
そ
れ
を
禁
止
す
る
規
模
と
の
区
別
論

ス
カ
リ
ア
に
よ
る
法
磁
意
見
は
、
最
初
に
稽
教
の
自
由
条
項
が
難
味
す
る
も
の
の
検
欝
か
ら
始
め
る
。
そ
れ
は
「
判
よ
り
も
ま
ず
、

い
か
な
る
宗
教
的
教
義
で
あ
れ
、
各
人
が
望
む
宗
教
的
教
義
仇
官
接
的
判
し
、
告
自
す
る
権
利
を
意
味
す
る
い
・
・
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
宗

アメリカにおける告書教の自由に鱒ナる約係法の幾関{花見)

教
的
な
持
為
の
自
由
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
法
建
衆
免
は
憲
法
が
保
障
す
る
宗
教
的
行
為
の
良
樹
令
限
定
的
に
と

ら
え
て
お
り
、
州
が
京
教
的
な
目
的
の
た
め
に
だ
け
な
さ
れ
る
行
為
、
た
と
え
ば
札
持
患
の
像
の
鋳
造
や
犠
搾
の
対
象
物
に
拝
礼
す
る

こ
と
な
ど
の
針
為
を
禁
止
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
語
教
の
自
由
条
項
違
反
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
同
条
項
の
解
釈
と
し
て
、
宗
教
の
自
由

な
笑
畿
を
禁
止
す
る
こ
と
が
、
あ
る
競
制
行
為
の
話
的
で
は
な
く
、
ぞ
れ
が
一
般
に
適
用
さ
れ
そ
の
他
の
点
で
は
有
効
な
鷺
艇
の
付
臆

(
幻
)

的
な
効
果
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
護
教
の
自
由
条
項
違
反
と
は
い
え
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
法
難
態
見
の
論
理
に
従
え
ば
、

山
市
立
的
で
一
般
に
適
用
さ
れ
る
棋
は
宗
教
実
読
を
規
制
す
る
形
で
逮
用
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
う
し
た
規
制
約
か
ら
の
免
徐
を

〈ロ〉

欝
め
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
何
の
理
由
を
示
す
必
要
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(b) 

他
の
蟻
法
上
の
保
障
規
定
と
の
構
成
的
な
事
件
に
つ
い
て

た
だ
、
法
娃
意
見
は
、

JF仏
叩
吋
判
決
等
を
引
用
し
な
が
ら
、
従
来
の
判
例
の
中
に
は
、
信
教
の
自
由
条
項
が
他
の
惣
法
上
の
保
障

規
定
、
た
と
え
ば
議
論
の
自
由
や
出
肢
の
自
由
、
子
の
教
育
会
決
定
す
る
親
の
権
創
刊
と
結
び
つ
い
た
と
き
宗
志
氏
ふ
き
g
t
o
H
M
2・

成
品
問
状
態
〉
に
、
宗
教
的
に
動
機
慨
づ
け
ら
れ
た
活
動
に
対
し
て
、
中
立
的
で
一
般
的
な
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
違
憲
と
し
た
も
の
が
あ

一179-
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る
こ
と
そ
認
め
る
。
し
か
し
、
本
件
の
場
合
に
は
こ
う
し
た
信
教
の
自
由
条
項
が
他
の
憲
法
上
の
保
障
規
定
と
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け

〈
間
耐
)

で
は
な
い
の
で
、
被
上
告
人
の
窓
畿
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

む次
に
法
廷
意
見
は
、
本
件
に

3
0円
g
a
判
決
の
示
し
た
必
繋
不
可
欠
の
科
益
テ
ス
ト
{
ス
カ
リ
ア
は
こ
れ
を

mv脅
Z
3
テ
ス
ト

po吋
げ
叩
ユ
テ
ス
ト
に
つ
い
て

と
同
町
ぶ
〉
が
適
題
さ
れ
る
か
溶
か
の
問
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
。
微
は
、
こ
の
テ
ス
ト
の
下
に
お
い
て
、
宗
教
の
実
践
に
実
費

的
な
魚
拙
加
を
謀
す
政
府
の
活
動
は
、
必
要
不
可
欠
の
政
府
創
刊
益
に
よ
っ
て
正
当
北
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
最
高
裁
は
、
か
つ
て

一
室
も
失
業
保
険
の
拒
否
事
件
を
除
き
、
こ
の
テ
ス
ト
に
義
づ
い
て
政
府
の
活
動
を
瀧
憲
無
効
と
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
確
か
に
、

最
高
裁
が
と
き
お
り
そ
れ
以
外
の
領
域
に
お
け
る
信
教
の
自
由
俊
警
に
関
す
る
事
件
に
、
こ
の
テ
ス
ト
を
璃
期
し
た
上
で
合
憲
判
断
を

下
し
て
き
で
い
る
こ
と
そ
認
め
た
上
で
、
法
語
意
見
は
こ
う
し
た
護
憲
主
張
に
つ
い
て
、
開
テ
ス
ト
を
適
思
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

(
弘
)

判
訴
す
る
こ
と
が
よ
り
譲
切
な
考
え
方
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
ス
カ
リ
ア
は
、
も
し
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
が
採
浴
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
諜
教
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
す
べ
て
の
偶
入
の
行
為
に
議
期
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
テ
ス
ト
が
文
字
通
り
適
用
さ
れ
れ
ば
多
く
の
法
律
が
無
欝
と
さ
れ
、

(お〉

社
会
の
中
に
お
け
る
祭
教
的
信
金
の
多
様
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
無
政
府
状
態
を
招
く
愈
換
が
増
大
す
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。

(d) 

民
主
的
な
政
治
過
程
に
お
け
る
語
教
の
自
由
の
価
議
の
実
現
に
つ
い
て

最
後
に
、
法
廷
意
見
は
民
主
的
な
政
治
過
殺
に
お
い
て
、
信
教
の
自
由
の
僑
植
を
増
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
宗
教

と
の
協
調
の
あ
り
方
を
数
治
過
穏
に
委
ね
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
広
く
行
わ
れ
て
い
な
い
宗
教
を
相
相
対
的
に
不
利
な
地
稔
に
鍵
く
こ
と
に

な
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
民
主
政
治
の
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
結
渠
は
、
す
べ
て
の
諮
教
的
良
心
が
法
と
な
っ
た
り
、
裁
判
官
が
す
べ

〈

M
W〉

て
の
法
の
社
会
的
撤
饗
牲
を
す
べ
て
の
京
教
的
信
念
の
や
心
牲
と
比
較
衡
量
す
る
制
約
震
よ
り
も
優
先
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
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以
上
の
漂
白
か
ら
、
ペ
イ
オ
ウ
テ
ィ
の
宗
教
的
使
用
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
被
上
告
人
に
失
業
保
険
の
受
給
資
格
を
翠
め
な
い
こ
と
は
、

議
教
の
闘
由
条
項
に
適
合
し
て
お
り
、
原
判
決
は
破
棄
さ
れ
る
と
す
る
。

(3) 

オ
コ
ー
ナ
ー
判
事
の
詩
意
意
見

オ
コ
ー
ナ
ー
は
、
判
決
の
主
文
に
は
同
意
す
る
が
、
法
廷
意
見
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
カ
リ
ア
の

アメリカにおける儒教の自由に関する判例法の展開(花見}

法
廷
意
見
は
、
十
分
定
着
し
た
修
正
一
条
の
解
釈
論
か
ら
著
し
く
逸
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
の
解
決
に
は
不
必
要
で
あ
り
、
か
っ

{
閉
山
)

個
人
の
信
教
の
向
日
自
に
対
す
る
わ
が
聞
の
基
本
的
な
重
複
の
態
慶
と
矛
震
す
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

笥
“

宗
教
的
行
為
の
禁
止
に
向
け
ら
れ
た
規
制
と
付
髄
的
に
そ
れ
を
禁
止
す
る
規
制
と
の
区
別
論

オ
コ
ー
ナ
i
は
、
ま
ず
法
廷
意
見
が
訴
し
た
儒
教
の
自
由
条
項
の
棋
定
的
な
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
「
宗
教
の
岳
虫
な
実
践
を
禁
止
す

る
こ
と
が
、

一
般
的
に
議
期
さ
れ
他
の
点
で
は
合
法
的
な
規
定
的
付
随
的
な
効
果
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
修
正
一
条
{
す
な
わ
ち
信

教
の
自
由
条
項
〕
違
震
で
は
な
い
」
と
い
う
解
釈
i
宗
教
的
作
為
の
禁
止
に
向
け
ら
れ
た
規
制
と
付
織
的
に
祭
教
的
行
為
会
禁
止
す
る

規
制
と
の
区
部
論
i
は
、
修
正
一
条
の
恐
意
的
な
解
釈
で
あ
り
、
最
高
裁
が
こ
の
条
項
に
関
し
て
影
成
し
て
き
た
判
例
法
会
無
視
す
る

も
の
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、
禁
止
規
定
が
一
般
的
に
連
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
れ
て
政
府
が
祭
教
的
儲
念
に
よ
っ

て
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
為
・
を
何
の
正
当
化
も
せ
ず
に
禁
止
す
る
こ
と
を
許
す
解
釈
で
あ
り
、
オ
コ

i
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
修
正
一
条
は
こ

う
し
た
監
部
・
を
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
信
教
の
自
由
に
演
す
る
最
高
裁
の
先
例
の
す
べ
て
は
、
宗
教
の
実
践
に
重
大
な
負
担
を
諜
す
効

{
四
品
)

般
に
議
期
さ
れ
る
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

果
(b) を
持
，つ他

の
憲
法
上
の
保
障
規
定
と
の
滋
成
的
な
事
件
に
つ
い
て

法
話
意
見
は
、
J

円
。
仏
部
門
判
決
等
が
儲
教
の
臨
出
条
讃
だ
け
で
な
く
他
の
織
法
上
の
保
権
規
定
に
も
根
拠
を
持
つ
「
混
成
的
な
」
事
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件
で
あ
る
と
し
て
、
様
教
の
自
由
の
み
を
根
拠
と
し
て
、
宗
教
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
活
動
に
対
し
て
、
中
立
的
で
一
般
的
な
法
を
適

期
す
る
こ
と
を
違
憲
と
し
た
先
例
は
、
失
業
保
韓
関
係
の
事
件
会
除
い
て
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
同
判
決
が
明
ら
か
に
信
教
の
自
由

条
護
に
掠
撫
し
た
判
決
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
最
高
裁
が
こ
の
判
決
を
同
条
項
の
解
釈
論
の
中
心
的
な
も
の
と
考
え
て
き
た
こ
と
の
こ

(
弱
)

つ
を
議
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
詣
議
す
る
。

必
要
不
可
欠
の
利
議
テ
ス
ト
に
つ
い
て粛
し
で
こ
の
信
教
の
自
由
の
領
域
で
、
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
に
よ
る
審
査
を
し
て

泳
コ
ー
ナ
ー
は
、
厳
高
裁
は
今
日
ま
で

き
て
お
り
、
法
鰻
意
見
が
い
う
よ
う
に
最
近
の
判
決
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ス
ト
の
適
用
を
や
め
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
反
議
す
る
。

法
廷
意
見
が
挙
げ
る
M
N
O
可
と

p
u
aぬ
の
南
判
決
は
、
政
府
に
対
し
て
そ
の
内
部
的
事
項
を
特
定
の
市
民
の
宗
教
的
信
念
に
議
会
す

る
方
法
で
一
行
う
こ
と
を
求
め
た
事
件
で
あ
り
、
明
ら
か
に
部
曲
円
宮
ユ
判
決
と
は
箆
附
加
さ
れ
、
ま
た

0
0円
安
芸
お
と

O
H
O訟

の

南

判
決
も
、
最
高
裁
が
伝
続
的
に
必
要
不
可
欠
の
利
援
の
立
証
を
要
求
し
て
こ
な
か
っ
た
、
狭
く
限
定
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
生
じ
た
事

(mw) 

件
で
あ
る
と
す
る
。

d
 
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
が
一
般
法
に
適
用
さ
れ
た
場
合
め
弊
害
に
つ
い
て

法
廷
意
見
は
こ
の
テ
ス
ト
が
付
騎
的
に
議
教
的
行
為
を
禁
止
す
る
一
般
法
に
適
用
さ
れ
る
と
、
無
政
府
府
状
懇
な
い
し
「
憲
法
上
夜
挺

的
な
」
事
態
が
生
ず
る
と
す
る
が
、
オ
コ
ー
ナ
ー
は
、
従
来
裁
判
所
は
宗
教
的
告
白
と
、
競
合
す
る
政
府
利
義
と
の
慢
の
・
良
識
的
な
均

〈飢〉

衡
を
と
る
形
で
こ
の
テ
ス
ト
を
選
期
し
て
き
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

(e) 

少
数
派
の
宗
教
が
不
利
な
立
場
に
量
か
れ
る
の
は
、
畏
主
棋
の
不
可
避
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て

オ
コ

i
ナ
i
は
、
修
正

条
は
そ
の
宗
教
実
識
が
多
数
派
と
は
異
な
り
、
敵
意
を
も
っ
て
閥
均
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
人
々
の
権
利
を
守

る
た
め
に
、
ま
さ
に
制
約
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
長
襲
不
可
欠
の
利
説
テ
ス
ト
は
、
多
元
的
な
社
会
に
あ
っ
て
諜
教
的
な
自
由
を
最
大
限
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{
銘
)

保
持
し
よ
う
と
す
る
修
正
一
条
の
要
請
を
反
換
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、
オ
コ
ー
ナ
ー
自
身
は
、
本
件
に
も
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
-ba
適
用
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
剤
事
前
禁
止
規
定
の
絞

一
的
適
用
は
、
薬
物
の
使
用
に
よ
っ
て
生
己
る
身
体
的
被
害
を
防
止
す
る
と
い
う
到
の
必
要
不
可
欠
の
科
益
を
成
就
す
る
た
め
に
欠
く

(
山
田
)

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
結
論
に
つ
い
て
だ
け
は
法
廷
意
見
に
同
意
す
る
。

(4) 

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
の
京
対
意
見

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
は
、
ま
ず
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
を
信
教
の
自
由
条
項
を
解
釈
す
る
僚
の
最
高
裁
が
確
立
し
た
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
原
刷
用
だ
と
考
え
て
き
た
と
し
、
オ
コ
ー
ナ
ー
の
意
見
の
う
ち
、
法
廷
意
見
に
持
意
す
る
結
論
部
分
会
除
い
た
信
教
の
自
由
条
項

アメリカにおける後教の録画に自毒する判事苦渋の長綴{花見}

の
解
釈
論
に
賛
成
で
あ
る
と
す
る
。
彼
女
の
結
論
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

同
本
件
で
被
上
告
人
の
器
教
の
自
由
の
主
強
と
比
較
衡
量
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
「
ド
ラ
ッ
グ
と
の
戦
争
い
と
い
う
州
の
広
い
利
益

で
は
な
く
、
ペ
イ
オ
ウ
テ
イ
の
宗
教
的
使
沼
を
僻
外
と
し
て
も
認
め
な
い
と
い
う
州
の
鍛
定
さ
れ
た
利
益
な
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
、

{
引
開
)

州
は
ペ
イ
オ
ウ
テ
ィ
の
宗
教
的
使
用
に
薬
物
法
を
適
用
す
る
具
体
的
利
援
を
な
ん
ら
立
証
し
て
い
な
い
。

制
ま
た
、
州
は
ペ
イ
オ
ウ
テ
ィ
の
宗
教
的
債
用
に
例
外
を
認
め
る
と
薬
物
法
の
統
一
的
な
執
刊
行
に
支
障
が
生
じ
、
家
教
会
理
由
と
し

た
例
外
を
求
め
る
他
の
競
求
が
洪
水
の
よ
う
に
出
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
す
る
が
、
合
衆
国
の
約
半
分
の
州
と
連
邦
政
府
は
、
長
い
年

月
に
わ
た
っ
て
、
ベ
イ
オ
ウ
テ
ィ
の
諜
教
的
使
用
に
樹
事
免
責
安
龍
め
て
き
て
い
る
が
、
州
当
勝
の
い
う
こ
う
し
た
恐
れ
は
犠
実
化
し

門
前
W
)

て
い
な
い
の
で
あ
り
、
ぞ
れ
は
把
憂
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

2 

m
g片
付
ゲ
判
決
の
評
価

(1) 

学
説
に
よ
る
評
鑑

-183-
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mMmpv
判
決
の
法
猿
意
見
に
対
す
る
、
オ
コ

i
ナ
l
ら
恩
人
の
判
事
の
厳
し
い
批
判
に
つ
い
て
は
、
今
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

(
M
W〉

般
に
批
判
的
で
あ
り
、

学
説
の
評
備
も

(
目
別
)

い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
懇
教
の
自
患
の
分
野
に
お
け
る
指
導
的
な
学
者
の

一
O
O
人
を
麓
え
る
憲
法
学
者
が
本
判
決
の
再
弁
論
を
求
め
る
・
取
立
て
に
名
を
連
ね
た
と

入
で
あ
る
シ
カ
ブ
大
学
の
マ
ツ
コ
ン

ネ
ル
{
沼
い
各
州
W

冊
目
巧
'
窓
口
の

8
8
5
の
、
こ
の
判
決
に
対
す
る
批
判
的
検
討
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

の

4

〈一
〉

彼
は
、

ωHロ
U
Y
判
決
の
産
後
に
、
「
怨
教
的
自
由
の
解
釈
論
に
つ
い
て
の
修
正
主
義
と
ス
ミ
ス
判
決
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
事
』

マ
ツ
コ
ン
ネ
ル
の
批
判

の
判
決
に
詳
細
な
批
判
的
検
能
を
加
え
て
お
り
、
後
の
批
判
は
大
き
く
四
つ
の
立
に
要
約
で
き
る
。

に
、
彼
は
∞
認
W
V
判
決
に
重
大
な
手
続
上
の
弱
点
が
あ
る
こ
と
合
指
摘
す
る
。
特
に
そ
れ
は
、
本
件
の
審
理
に
当
た
つ

〈

ω)

て
、
最
高
裁
に
摂
教
の
自
由
条
項
の
解
釈
の
再
検
討
を
求
め
た
準
備
書
麗
は
一
一
件
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
表
れ
て
い
る
。

-184ー

ま
ず
第

通
常
、
穣
立
し
た
先
例
を
再
検
討
す
る
事
件
に
お
い
て
は
付
加
的
な
準
備
欝
…
闘
の
議
出
な
ど
会
求
め
る
嬢
行
が
あ
り
、
こ
の
点
が
、
再

(
均
)

弁
論
を
求
め
る
取
立
て
に
き
わ
め
て
多
く
の
憲
法
学
者
が
署
名
す
る
こ
と
に
な
っ
た
原
閣
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

…
に
、
最
高
裁
は
穣
教
の
自
由
条
項
自
体
に
十
分
な
尊
重
を
払
っ
て
お
ら
ず
、
特
に
そ
の
条
項
の
壁
史
を
無
視
し
て
い
る
と
す
る
。

マ
ツ
コ
ン
ネ
ル
は
、
∞

g
F
F
判
決
の
下
谷
れ
る
少
し
前
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ

l
僻
レ
ビ
ュ
ー
に
「
指
数
の
自
由
条
項
の
総
滋
と
歴

(η) 

史
的
理
解
」
と
い
う
長
編
の
論
文
を
掲
載
し
て
お
り
、
そ
の
論
文
の
中
で
彼
は
、
信
教
の
向
日
窃
条
項
が
一
般
法
か
ら
の
宗
教
的
理
由

に
基
づ
く
免
徐
を
要
請
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
、
憲
法
草
案
の
起
草
者
た
ち
の
意
図
に
合
致
し
、
議
教
的
自
由
と
制
限
一
さ
れ
た
政
府

(
花
)

致
す
る
と
結
論
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
も
し
、
最
高
裁
が
こ
の
条
項
の
歴
史
・
を
た
と

に
つ
い
て
の
当
時
の
一
般
的
な
理
解
と
込

え
わ
ず
か
で
も
調
べ
た
な
ら
ば
、
必
要
不
可
欠
の
利
維
の
テ
ス
ト
が
憲
法
の
伝
統
と
常
識
の
双
方
に
矛
盾
す
る
な
ど
と
無
造
作
に
言
、
っ



(
何
日
)

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
、

m
g
u
y
判
決
を
批
判
す
る
。

第
一
一
一
に
、
∞
浅
い
接
戦
決
の
先
例
の
設
い
方
は
、
議
論
を
議
乱
さ
せ
て
お
り
、
話
に
な
ら
な
い
ほ
ど
ひ
ど
い
と
す
る
。

つ
$
4
R
れ
γ

、

コ
i
ナ
i
開
設
意
見
も
指
議
し
て
い
た
よ
う
に
、
同
判
決
は
先
例
を
恋
意
的
に
操
作
し
て
い
る
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
マ
ツ
コ
ン
ネ
ル

は
、
こ
こ
で
そ
の
恋
意
的
な
操
作
の
例
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
っ
と
し
て
、

m
g
x
y
判
決
が
ペ
邑

R
判
決
を
吋
議
成
的
な

と
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
実
は
、
J

問
。
仏
号
制
判
決
岳
体
が
、
一
肉
親
は
非
宗
教
的
な
選
出
に
基
づ
い
て
義
務
教
育
法
に
違
反
す
る

権
利
特
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
混
成
的
事
件
と
し
た
の
は
、
緩
や
に
本
件
と
J

町
内
弘
均
等

〈
刊
内
}

件
を
読
制
約
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

アメリカにおける僑教の自由に自毒する将例法の鍵潟{花見)

論
的第
根四
拠に

つ後
いは
で ω
の回

墜 S
tJ. 事i
最決
討が
と結
徹局

管Y
たふ

室主
主ミ 項
必自
撰体
でに
あも
る態
と史

25i 
g? 
決芯
m 畿

通警
論志
的盤
根い
て
拠い

そな
b 、
先こ
にと
法か
廷ら
意、

党そ
のの
(d) 環

と
し
て
紹
介
し
た
部
分
に
集
約
的
に
護
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
そ
こ
に
合
ま
れ
る
五
つ
の
主
議
、
す
な
わ
ち
安
一
部
教
条
項
の
下
に

お
け
る
菜
採
的
な
中
立
慢
の
議
要
性
を
暗
黙
の
内
に
百
定
す
る
考
え
方
、
舎
議
教
の
自
由
に
基
づ
く
一
一
般
法
か
ら
の
免
除
は
宗
教
に
対

す
る
特
関
な
後
退
州
知
機
で
あ
り
、

一
般
に
適
用
さ
れ
る
法
は
必
熱
的
に
中
立
的
で
あ
る
と
い
う
発
想
、
舎
一
儒
教
の
告
白
に
基
づ
く
免
除

は
憲
法
的
豪
胆
で
あ
る
と
い
、
主
主
接
、
@
こ
う
し
た
免
除
に
つ
い
て
の
判
断
は
本
質
的
に
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
殺
事
で
あ

る
と
い
う
主
躍
、
S
M
W
H
H
H

ル
佐
判
決
法
廷
意
見
の
最
も
議
婆
な
テ
l
マ
で
あ
る
、
個
人
の
宗
教
的
決
心
が
法
に
優
鐘
す
る
こ
と
は
法
の

支
配
に
箆
す
る
と
い
う
考
え
方
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
か
な
り
詳
騒
な
論
駁
を
加
え
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、

マ
ツ
コ
ン
、
不

ル
は
同
判
決
に
従
え
ば
、
語
教
の
臨
-
聞
は
も
は
や
優
越
的
な
自
由
で
は
な
く
な
る
と
し
、
少
数
採
的
宗
教
の
た
め
の
真
実
の
中
立
性
こ

(
符
)

そ
、
多
数
援
の
選
謹
と
彼
ら
の
議
教
的
な
前
提
を
反
納
税
す
る
単
な
る
影
式
的
な
中
立
性
に
優
先
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
、
被
は
∞
H
H
M
F

多
判
決
以
前
の
多
く
の
判
決
が
、
厳
密
な
意
味
で
は
必
要
不
可
欠
の
科
議
テ
ス
ト
を
適
用
し
て
こ
な
か
っ
た
こ オ

一185-
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と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
が
こ
の
テ
ス
ト
を
無
力
な
合
理
性
の
基
準
に
変
更
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
も
の
は
、
先
例
の
中
に
は

一
つ
も
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
∞
S
E
V
判
決
が
宥
っ
た
よ
う
な
極
端
な
変
更
で
は
な
く
、
最
高
裁
は
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト

{
刊
行
)

を
よ
り
現
実
的
な
恭
準
に
作
り
巷
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

ま1

v
d
w¢
三
回
忌
氏
M
M

〉
〕
可
申
判
決
と
連
邦
瀧
会
の
対
応

1 

{
刊
問
〉

の
}
同
戸
吋
口

y

o同
け
げ
ぬ
が
が

Egg-M凶出
回
V

出
日
係
〉
山
刊
出

4
・0
U山
、
。
同
盟
役
目
。
丸
M

官 (1)

ロー

判
決
が

事
件
の
概
要

こ
う
し
た
厳
し
い
批
判
を
受
け
る
中
で
、

間
判
決
の
晃
裏
し
が
な
き
れ
る
か
ど
う
か
、
投
目
さ
れ
た
事
件
が
、

-186-

H
L
嘉
吉
弘
一
∞
ち
札
口
〉
〕
益
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
愛
場
す
る
上
告
人
は
、
そ
の
宗
教
儀
式
の
主
饗
な
形
式
の
一
つ
と
し
て
、

動
物
の
生
繁
を
行
う
サ
ン
日
ア
リ
ア
教
(
神
宮
∞

g
gユm
g
z柱
。
ロ
)
の
教
会
と
そ
の
信
徒
達
で
あ
る
。
サ
ン
テ
リ
ア
教
は
、
数
十
万
人

の
ペ

o
E
Zの
入
々
が
奴
隷
と
し
て
東
ア
フ
リ
カ
か
ら
キ
ュ
ー
バ
に
護
っ
た
時
に
、
彼
ら
の
伝
統
的
宗
教
が
ロ
!
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の

議
饗
な
要
素
を
吸
較
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
生
費
と
さ
れ
る
動
物
速
は
、
頚
動
脈
令
切
っ
て
殺
さ
れ
、
癒
し
ゃ
死
の
儀
式
の

(
符
)

場
合
を
除
い
て
、
儀
式
の
後
に
調
理
さ
れ
食
物
と
な
る
。

持
教
会
が

九
八
七
年
、
被
上
告
人
で
あ
る
ヒ

i
リ
i
市
に
土
地
を
借
り
、
札
鮮
の
擁
設
等
を
建
設
す
る
計
画
を
発
表
し
た
後
に
、

同
市
議
会
は
、

フ
ロ
リ
ダ
州
動
物
爆
待
禁
止
法
を
組
み
込
ん
だ
、
動
物
を
不
必
獲
に
ま
た
は
残
虐
に
殺
害
し
た
者
を
広
く
処
制
約
し
、
ま

た
動
物
を
生
費
と
し
た
者
一
を
処
翻
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
の
鴎
つ
の
条
例
を
制
定
し
た
。
そ
こ
で
、
上
告
人
は
、
儒
教
の
自
由
に

関
す
る
彼
ら
の
権
利
が
後
饗
さ
れ
る
と
し
て
、
笠
一
一
践
的
判
決
、
表
止
命
令
お
よ
び
損
害
雄
知
機
を
求
め
る
訴
訟
を
ブ
ロ
リ
ダ
州
南
地
区
連



邦
地
裁
に
提
起
し
た
。

同
地
裁
は
、
公
衆
の
健
康
に
対
す
る
危
換
と
動
物
の
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
に
関
す
る
政
府
の
必
要
不
可
矢
の
利
益
は
、
宗
教
儀
式

に
お
け
る
生
賛
を
条
例
に
よ
り
完
全
に
禁
止
す
る
こ
と
を
十
分
に
正
当
化
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
請
求
を
棄
諮
し
、
連
邦
控

訴
裁
判
所
も
よ
訴
を
棄
却
し
た
。

(2) 

判
決
の
内
容

ケ
ネ
デ
ィ
判
事
が
、
原
判
決
を
破
棄
す
る
法
語
意
見
(
こ
れ
に
部
分
的
に
レ

l
ン
キ
ス
ト
首
席
判
事
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ス
テ
ィ

i
ヴ
ン

アメリカにおける緩教の夜底に関する特例法の緩襲警{花見)

ズ
、
ス
カ
リ
ア
、
ソ
i
タ
!
、
お
よ
び
ト
1
マ
ス
の
各
判
事
が
同
意
)
を
代
表
し
、
ス
カ
リ
ァ
、
ソ
i
タ
i
、
お
よ
び
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン

の
各
判
事
が
同
意
意
見
を
書
い
て
い
る
。
意
見
は
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
結
論
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
の
判
決
で
あ
る
。
オ
コ

i

ナ
i
判
事
が
加
わ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
の
鰐
意
意
見
に
つ
い
て
は
後
に
紹
介
す
る
。

例
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
に
よ
る
法
廷
意
見

ケ
ネ
デ
ィ
は
、
∞
g
E
V
将
決
を
挙
げ
て
、
信
教
の
自
由
条
項
に
関
す
る
最
高
栽
の
党
側
は
、
中
立
的
で
か
つ
一
般
に
適
用
怒
れ
る

法
は
、
た
と
え
特
定
の
宗
教
実
識
に
負
担
を
諜
す
と
い
う
付
髄
的
な
効
果
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
必
要
不
可
欠
な
政
府
利
益
に
よ
っ
て

正
当
化
さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
こ
の
中
立
的
で
か
つ
一
般
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
要
件
を
欠
く
法
の
場
合
は
必
要
不
可
失
な
政
府
利

〈
削
仰
}

益
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
当
該
利
益
を
促
進
す
る
た
め
に
間
限
定
的
に
親
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

そ
こ
で
、
本
件
の
条
例
が
中
立
的
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
条
鍔
の
文
一
夜
は
註
意
深
く
動
物
の
宗
教
的
な
殺
害
を
犠
飛
止
し
、

{別〉

ぞ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
世
俗
的
な
殺
害
を
徐
外
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
聞
と
し
て
、
こ
れ
を
吾
怒
し
て
い
る
。
次
に
、

条
憾
の
一
般
適
用
牲
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
条
例
は
宗
教
的
信
念
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
動
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
と
し

-187… 
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〈怒

て
、
こ
の
点
も
否
定
す
る
。
一
さ
ら
に
、
最
初
に
述
べ
た
準
則
に
よ
り
、
本
件
条
輔
が
必
要
不
可
欠
な
政
府
創
刊
益
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
利
識
の
た
め
に
翠
定
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
い
ず
れ
も
翠
め
ら
れ
な
い
の
で
違
憲
で
あ
る
と
結

{
お
)

論
す
る
。

紛
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
の
詩
意
意
見

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
は
、
本
件
条
例
が
違
憲
無
効
で
あ
る
と
の
法
疎
意
見
の
結
論
に
は
同
意
す
る
も
の
の
、

ω
g
u
v
判
決
に
依
拠
す
る

そ
の
組
曲
付
け
に
対
し
て
は
賛
成
で
き
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
用
意
意
見
を
提
出
し
て
い
る
〈
オ
コ

i
ナ
I
判
事
も
こ
れ
に
顛
わ
わ
る
)
。

差
望号 彼
麗は
理ま
とず
し
て EP
LH-
かとf
扱判
つ‘一
て i正
Itミ d型自

主主
故讃
1"::' 極

誤g
つ出

た訟
判と
学年
ある

i f 
在民
主由
?の
えお百

ご要
る丞
と援
述し
J丸、

た8倍
教
の
自
由
条
項
を

・つ
の
反

で
、
、
必
要
不
可
欠
の
利
益

テ
ス
ト
に
基
づ
い
て
本
件
条
例
を
検
討
し
、
違
憲
無
効
の
結
論
会
導
い
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
が
指
擁
し
て
い
る
の
は
、
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本
件
は
、
地
方
議
会
が
直
接
、
宗
教
的
笑
畿
に
負
担
を
課
し
た
希
な
事
件
で
あ
り
、
解
決
も
容
易
で
あ
っ
た
α

し
か
し
、
上
告
人
が

般
的
に
適
題
さ
れ
る
動
物
爆
待
禁
止
法
か
ら
の
適
用
除
外
を
求
め
た
と
す
れ
ば
、
解
決
罷
難
な
事
業
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
場
合
に
は
最
高
裁
は
、
信
教
の
自
由
条
項
が
動
物
の
虐
待
か
ら
の
保
護
と
い
う
目
的
を

般
に
適
用
さ
れ
る
法
律
か
ら
宗
教
的
理
弱
に
せ
務
づ
く
例
外
を
要
求
す
る
の
か
と
い
う
間
賠
に
、
華
麗

真
撃
に
追
求
す
る
、
中
立
的
で(筋
)

せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
∞
H
H
H
U
V

判
決
が
墾
還
り
適
用
祭
れ
、
結
論
的
に
は
椴
教
の
自
由
の
鑑
犠
よ
り
も

動
物
愛
護
の
価
値
の
方
が
、
憲
法
上
重
饗
で
あ
る
か
の
よ
う
な
判
断
が
下
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
り
、
彼
は
m山

gFHゲ
判
決
闘

体
的
見
直
し
を
強
く
求
め
た
の
で
あ
る
。



2 

連
邦
議
会
の
立
法
的
対
応

以
上
の
よ
う
に
、
最
高
裁
は
問
、
長
ロ
ヨ
仲
間
出
善
弘
¢
〉
吉
事
件
に
お
い
て
、
会
員
一
致
の
判
決
で
教
会
綴
憾
の
主
張
を
認
め
市
条
例
を

護
憲
無
効
と
し
た
も
の
の
、
∞
H
E
H
Y

判
決
の
示
し
た
新
し
い
基
準
を
適
用
し
た
判
断
で
あ
り
、
法
廷
意
見
は
そ
の
見
麗
し
に
会
く
ふ

れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
投
出
版
さ
れ
る
の
が
、
連
邦
議
会
が
一
九
九
一
一
一
年
と
九
四
年
に
制
定
し
た
一

〈
凶
加
)

仙
一
九
九
三
年
信
教
の
弱
由
回
復
法
(
お
冊
目
伎
町

g
単
語
仏

o
g
同時掛け
G
吋
傍
受
話

K
F
2
0
同
協
践
〉

つ
の
麟
定
法
で
あ
る
。

上
下
両
院
の
一
段
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
、
九
一
一
一
年
一
一
晃
一
六
日
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
署
名
に
よ
り
成
占
比
し
た
こ
の
制
定
法
は
、

アメリカにおける俄教の自由に事毒する判例法の震関(iE克)

ま
さ
し
く
∞
お
い
け
Y

判
決
に
よ
っ
て
者
定
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
め
科
益
テ
ス
ト
委
譲
請
さ
せ
、
開
問
判
決
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
綴
教
の

(
釘
)

自
由
を
惑
謹
し
よ
う
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
阿
波
は
、
①
連
邦
議
会
の
事
実
認
識
と
立
法
問
的
の
笠
書
(
一
一
000事
条
〉
、
告
保
護
さ

れ
る
信
教
の
自
由
〈
…
…
00055一
条
)
、
母
湾
籍
の
定
義

2
0
0
8
V一
一
条
)
、
告
適
盟
会
003σ
一
旦
条
)
、

mw本
法
に
よ
っ
て
岡
教
樹
立
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禁
止
条
棋
は
何
ら
の
影
響
も
受
け
な
い
こ
と
(
一
5
0
0
ぴ
げ
均
条
)
の
五
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
心
は
缶
、
@
、
訟
の
各
条
項
に

あ
る
。ま
ず
、
命
に
お
い
て
、
議
会
の
事
実
認
識
と
し
て
、
宗
教
に
対
し
て
中
立
的
な
法
も
、
そ
の
実
畿
の
妨
慾
ゆ
を
意
留
し
た
法
と
持
様
に

宗
教
の
実
践
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
の
で
あ
り
、
政
府
は
中
立
的
な
法
に
よ
る
実
費
鵠
な
負
蝦
に
つ
い
て
「
き
わ
め
て
説
得
的
な

(gp

銀
削
減
誤
認
)
」
正
当
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト

)
o
m
s
x
v
判
決
は
、
こ
の
テ
ス
ト
を
事
実
上
消
滅

さ
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
間
判
決
以
前
の
判
例
準
間
別
で
あ
っ
た
と
の
テ
ス
ト
は
、
信
教
の
臨
由
と
競
合
す
る
政
府
利
益
と
の
適
切
な
衡
最

の
た
め
の
使
用
可
能
な
基
準
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
回
援
し
、
政
府
が
そ
の
宗
教
笑
鰻
に
実
質
的
な
負
担
を
諜
し
て
い
る
者
に

鱗
求
権
ま
た
は
防
御
を
い
号
、
え
る
こ
と
が
本
法
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
②
で
は
、
滋
剃
と
し
て
、
政
府
は

般
的
に
適
用
さ
れ
る

詮
に
よ
っ
て
も
個
人
の
宗
教
実
践
に
一
実
質
的
な
負
担
を
諜
し
で
は
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
例
外
的
に
そ
れ
が
許
さ
れ
る
場
合
の
基
準
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〈
必
饗
不
可
欠
の
利
揺
テ
ス
ト
〉
を
「
政
府
は
、
あ
る
者
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
の
政
府
利
益
を
促
進
し
、
か
っ
そ
れ

が
お
一
議
利
縫
合
側
議
す
る
最
も
制
約
接
的
で
な
い
手
段
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
の
み
、
そ
の
者
の
宗
教
案
諜
に
対
し
て
実
質
的

な
負
強
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
い
〈
ゲ

と
明
確
に
定
義
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
訟
で
は
、
本
法
が
す
べ
て
の
連
邦
法
と
州
法
、
そ

し
て
そ
れ
ら
の
執
行
に
あ
た
っ
て
な
さ
れ
る
す
べ
て
の
法
的
処
置
に
選
議
さ
れ
る
と
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

司
法
の
制
定
に
縄
わ
っ
た
あ
る
識
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
律
の
特
急
は
、
す
べ
て
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る
判
例
準
期
と
し
て
必
接
不

可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
を
回
復
し
、
と
く
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
宗
教
案
鎮
の
リ
ス
ト
な
ど
を
掲
げ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
適
用
の

あ
り
方
を
先
金
に
裁
判
官
に
委
ね
た
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
そ
の
一
般
住
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
詩
法
は
、
単
な
る
制
定
法
で

あ
る
が
、
信
教
の
白
血
条
項
の
下
で
以
前
に
存
在
し
て
い
た
権
利
初
を
罰
復
す
る
も
の
と
し
て
、
憲
法
的
な
襲
接
を
呆
た
す
こ
と
を
意
図

(
鎚
)

し
た
制
定
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
開
門
テ
ス
・
ト
・
に
つ
い
て
は
、

ωnwv
判
決
以
前
に
お
い
て
実
際
に
は
、
ぞ
れ
が
厳
格
な
審
査
基
準
と
し
て
文
字
通
り
に
は
適

用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ
れ
は
こ
の
テ
ス
ト
に
お
け
る

の
饗
件
を
腕
穫
に
せ
ず
、
そ
の
存
寂
-
を
容
易
に

認
め
過
ぎ
て
き
た
こ
と
に
そ
の
一
間
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
は
、
既
に
指
摘
し
た

の
5 

小
結
〉
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
、
同
じ
論
者
に
よ
れ
ば
、
間
法
が
条
文
化
し
た
こ
の
テ
ス
ト
は
留
男
宮
ユ
お
よ
び
ペ
急
時
吋
料
判
決
の
示
し
た
厳
格
な
も
の
で
あ

り
、
「
必
要
不
可
欠
の
政
府
利
義
」
に
よ
る
正
当
先
に
関
し
で
も
、
定
義
規
定
(
ニ
0
0
0
5
幸
一
条
ぴ
項
、
特
に
競
制
手
段
に
つ
い
て

も
制
糊
般
的
で
な
い
手
段
で
あ
る
こ
と
」
・
を
要
求
す
る
)
に
よ
り
、
政
府
規
制
が
全
体
と
し
て
必
要
不
可
欠
の
政
府
利
援
に
よ
っ
て
正
当

化
さ
れ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
宗
教
的
理
由
に
よ
る
当
議
規
制
か
ら
の
免
除
を
露
め
な
い
こ
と
が
必
要
不
可
欠
の
利
益
に
よ
っ

〈
鈎
)

て
正
当
北
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
れ
令
あ
く
ま
で
厳
格
に
行
う
こ
と
を
ロ
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
土
で
、
む

し
ろ
時
間
法
は
、
こ
の
テ
ス
ト
の
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
宗
教
笑
畿
に
対
し
て
「
実
質
的
に
負
担
を
課
す
こ
と
」



{切

と
な
る
か
ど
う
か
で
テ
ス
ト
発
動
に
絞
り
を
か
け
る
考
え
方
・
を
採
用
し
て
い
る
と
さ
れ
、
「
負
担
」
の
要
件
の
萌
確
化
と
そ
の
震
視
が

つ
の
特
融
と
な
っ
て
い
る
。

昨 (2)
年

〈
川
目
)

一
九
九
四
年
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
健
教
の
自
由
修
正
法
〈
〉
自
主
口

S
E
E
g
m鴨川
仲
間

Z
Z
叩
宮
内
山

O
B
〉
2
0同
草
堂
)
(怒

般
に
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
信
教
の
自
由
法
い
と
呼
ば
れ
る
連
邦
法
に
、

。
丹
六
日
に
成
立
し
た
こ
の
修
正
法
は
、

新
し
い
条
項
で
あ
る
第
一
二
条
を
付
け
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
同
条
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
よ
る
宗
教
目
的
で
の
伝
統

的
な
ペ
イ
オ
ウ
テ
イ
の
使
用
、
所
持
、
輸
送
を
連
邦
法
と
州
法
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
合
法
と
し
、
そ
れ
ら
の
一
行
為
に
基
づ
く
制
識
や

{
m出
)

麓
扇
的
扱
い
を
、
会
共
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
給
付
金
の
受
給
を
含
め
て
、
す
べ
て
禁
止
し
て
い
る
。

アメザカにおける信教の鼠砲に関する宇i例法の展望書〈花見)

下
院
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
前
記
の
九
一
一
一
年
信
教
の
自
由
恕
衡
法
に
よ
り
制
限
寵
さ
れ
た
必
饗
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
が
、
果
た
し
て
イ
ン

デ
イ
ア
ン
に
よ
る
ペ
イ
オ
ウ
テ
ィ
の
宗
教

g
的
で
の
使
用
に
適
切
な
法
的
保
護
を
与
え
る
か
ど
う
か
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

{
M
m
)
 

本
法
が
制
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
同
法
は
、
欝
教
の
底
出
回
復
法
の
よ
う
な
一
般
性
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
∞
お
片
付
M
M

判
決
の
判
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一
不
事
項
に
つ
い
て
、
間
判
決
を
立
法
的
に
正
面
か
ら
否
定
す
る
も
の
と
し
て
注
悶
附
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ωふa

ノ、

結
び
に
か
え
て

∞
お
い
け
げ
判
決
の
オ
コ
ー
ナ
ー
随
意
意
見
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
多
数
派
主
義
的
な
民
主
政
治
の
過
程
の
中
で
そ
の
意
思
を
接
続

度
の
や
に
な
か
な
か
表
現
で
き
な
い
、
宗
教
的
少
数
者
の
儒
教
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
こ
そ
、
修
正
一
条
の
信
教
の
自
由
条
項
は

制
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
理
念
に
添
う
形
で
、
六
0
年
代
に
は
、
話
完
宮
ユ
判
決
に
よ
っ
て
、
こ
の
領
域
に
必
要
不
可

欠
の
科
援
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
、
∞
言
い
寄
判
決
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
・
も
の
の
、
失
業
保
険
に
関
す
る
一
連
の
判
決
と
J

円
。
含
吋
判
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決
の
例
外
を
除
い
て
、
最
高
裁
は
諜
教
的
少
数
者
の
鎗
教
の
自
由
の
主
畿
に
対
し
て
冷
淡
な
傾
向
会
示
し
て
き
で
い
た
。
九

O
年
に
下

さ
れ
た
お
口
氏
思
判
決
は
、
最
高
裁
の
こ
う
し
た
傾
向
を
判
例
準
則
の
レ
ベ
ル
で
地
式
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

法
話
意
見
は
五
人
の
裁
判
官
が
支
持
す
る
の
み
で
、
他
の
四
人
の
裁
判
官
が
真
っ
向
か
ら
蕊
対
し
、
学
説
の
多
く
も
批
判
的
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
本
文
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
連
邦
議
会
に
よ
る
一

つ
の
制
定
法
の
制
定
は
、
必
要
不
可
欠
の
科
益
叩
ア
ス
ト
を
新
し
い
形
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
立
設
は
、
次
の
一
ニ
つ
の
点
で
註
目
さ
れ
る
。
第
一
に
、
九
三
年
鍛
教
の
臨
由
回
復
法
は
め
H
P
U
V

判
決
の
示
し
た

一
般
的
な
判
例
準
揺
を
、
九
四
年
護
教
の
自
・
閉
修
正
法
は
間
判
決
め
具
体
的
対
象
で
あ
っ
た
ペ
イ
オ
ウ
テ
ィ
使
用
に
つ
い
て
の
判
断
を
、

そ
れ
ぞ
れ
会
磁
的
に
否
定
す
る
法
律
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
立
法
は
最
高
裁
に
対
す
る
議
会
の
挑
戦
と
替
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
一
つ
の

制
定
法
が
、
合
衆
聞
の
統
治
シ
ス
テ
ム
特
に
司
法
審
査
制
捜
の
あ
り
方
に
与
え
る
影
響
が
注
自
さ
れ
る
。
第
二
に
、
稽
教
の
自
由
酪
護
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法
の
制
約
定
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
シ
ー
ク
教
と
い
っ
た
宗
教
摺
体
か
ら
世
俗
的
な
人
権
問
体
ま
で
、
連
邦
議

(
町
田
)

会
の
左
派
か
ら
右
派
ま
で
が
一
致
し
て
支
持
に
闘
っ
た
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
議
会
と
澄
誌
の
声
に
対
し
て
、
定
義
し
議
さ
れ
た
必
要

不
可
欠
の
利
義
テ
ス
ト
の
適
用
の
関
離
を
中
心
と
し
て
、
最
高
裁
を
は
じ
め
と
す
る
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
、
め
さ

思
判
決
の
基
本
的
な
司
法
哲
学
が
、
立
法
に
箆
映
さ
れ
た
多
数
者
愈
思
の
尊
重
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
と
り
わ
け
興
味
深
い
。
第
一
二
に
、

判
例
準
期
と
し
て
の
必
要
不
可
欠
の
利
益
テ
ス
ト
の
妥
当
性
の
問
題
と
し
て
、
間
法
は
、
∞
努
U
Y
判
決
以
前
に
こ
の
テ
ス
ト
が
厳
格

審
査
基
準
に
ふ
さ
わ
し
い
厳
絡
さ
を
失
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
負
担
」
の
要
件
安
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
を
過
し
て
そ
れ
を
閥
復
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
議
会
の
試
み
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
盤
要
で
あ
ろ
う
。
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と
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アメリカにおける信教の底的に関する判例法の展開(花見)
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事
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し
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負
鐙
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輔
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い
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判
所
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判
判
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め
に
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概
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審
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アメリカにおける信教の磁療に関する戦i例法のき悪夢喜{花見}

〈お
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H
R
F
m
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印怖い戸

(
お
〉
令
部
H
M
・出・申叫
ω
〈戸由値目)・

〈

g
h
t
-
m
w仲

80.

(問調)同一札
γ

偽

W

刊
さ
や
∞
-
本
件
の
一
一
つ
の
争
点
の
う
ち
、
信
教
の
自
由
を
複
製
と
し
て
、
社
会
保
脇
陣
番
号
の
蟻
鷹
山
山
拒
否
を
灘
幡
市
聞
と
す
る
被
上
告
人
へ
の
社
会
保
嫁
ょ
の

給
付
の
当
時
期
に
よ
る
拒
否
に
対
し
て
、
幾
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
争
点
に
つ
い
て
は
弓
こ
れ
を
否
定
す
る
パ
!
ガ

1
の
相
対
多
数
愈
見
に
賛
成
し
た
の

は
パ
ウ
エ
ル
と
レ
ー
ン
キ
ス
ト
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
災
は
既
に
当
燃
は
被
上
告
人
の
娘
の
役
会
保
障
番
号
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
、

お
よ
び
も
う
一
つ
の
争
点
で
み
る
、
信
教
の
露
出
聞
を
筏
幾
と
す
る
、
(
増
淵
閑
瑚
が
入
手
し
て
い
た
)
鎮
の
社
会
保
臨
時
脅
考
の
当
局
に
よ
る
使
用
な
ど
の
差
止
命
令
に

間
関
し
て
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
人
名
の
畿
判
官
に
よ
る
多
数
意
見
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
と
ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
ズ
が
鍛
初
の
争
点
に
つ
い
て
本

件
令
目
。
。
仲
と
考
え
た
た
め
、
原
判
決
被
灘
、
差
戻
し
の
判
決
主
文
に
つ
い
て
の
多
数
派
が
形
成
事
れ
た
の
で
あ
っ
た
o
h
R
&

コM25
〈
ω釘
尖
g
c
m
f
h・岨

8
母
国
内
乱
誕
百
官
母
子
淀
・
三
寸
阿
部
ゐ
ω
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持
什
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∞
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揖
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・

〈
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弘
e

界
再
念
持

〈H
U
)

同
体
合
G
e
m
H
-

本
物
品
棋
は
、
五
対
一
二
の
判
決
で
あ
る
(
ケ
ネ
ダ
イ
は
世
帯
穫
に
加
わ
っ
て
い
な
い
)
。
プ
レ
ナ
ン
の
反
対
意
見
(
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ブ
ラ
7

ク
マ
ン

が
糊
問
題
関
)
は
、
多
数
意
見
も
制
臨
め
る
よ
う
に
憲
法
上
決
定
的
な
の
は
吋
禁
止
す
る
い
と
い
う
雷
療
で
あ
号
、
こ
の
怨
組
問
的
な
簿
業
は
信
教
の
自
由
条
項
に
よ
る
保

障
が
行
泌
を
強
制
守
る
政
府
の
滋
齢
制
の
み
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
ま
尽
す
も
の
で
は
な
い
と
し
、
多
数
意
底
的
り
「
強
制
」
の
概
念
を
厳
し
く
批
判
し
、
本
件
に
つ
い

て
も
厳
務
な
務
官
笈
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
。
同
作
乞

#
g
-
g
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目
予
弘
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島
陸
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苦
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概
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〉
な
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シ
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ブ
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、
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〈
マ
ー
シ
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が
向
調
)
の
三
人
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判
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が
反
対
意
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念
発
出
し
て
い
る
。
ォ

コ
ー
ナ
i
は
、
必
獲
不
可
欠
の
創
刊
滋
テ
ス
ト
が
議
脳
陣
内
お
に
お
い
て
も
適
渇
き
れ
な
い
濠
・
隠
は
な
い
と
議
後
し
、
プ
レ
ナ
ン
は
、
宮
ゅ
の
決
定
に
一
点
滅
の
敬
意
を
払

う
べ
き
だ
と
し
て
も
時
間
延
の
家
教
実
録
が
ど
の
よ
う
な
都
府
で
軍
事
的
戦
畿
を
損
な
う
の
か
に
つ
い
て
の
説
得
カ
の
あ
る
説
明
が
最
低
嬢
必
裂
で
み
る
の
も
か
か
わ
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ず
、
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が
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れ
て
い
な
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と
す
る
e
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アメリカにおける緩奪交の滋僚に事毒する終鍔を去の重量罪悪{花見}
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